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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線通信デバイスを動作させる方法であって、
　時間基準点を決定することと、
　繰り返しピア発見間隔及びトラフィック間隔を決定するために用いられる格納されたタ
イミング構造情報にアクセスすることと、を備え、
　前記アクセスされた格納されたタイミング構造情報は、ページング動作を行うための繰
り返しページング間隔を決定するために用いられる情報をさらに含み、かつ前記時間基準
点に関する時点において生じるように決定された前記繰り返しページング間隔中に前記ペ
ージング動作を行うことをさらに備え、
　前記格納されたタイミング構造情報は、タイミング構造情報が格納される少なくとも１
つの期間中にピア発見時間間隔とピア発見時間間隔との間において複数のページング時間
間隔が生じることを示すとともに、前記トラフィック間隔は、前記格納されたタイミング
構造情報によって定義された通信タイミング構造の１回の繰り返し中にページング時間間
隔とピア発見時間間隔の組み合わせによって占められる時間よりも多い時間を占める、方
法。
【請求項２】
　ピア発見時間間隔中にピア・ツー・ピアタイミング同期化動作を行うことをさらに備え
る請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　タイミング基準点を決定することは、
　ブロードキャスト信号をデバイスから受信することであって、前記デバイスは、前記第
１の無線通信デバイスと異なり、前記デバイスは、ｉ）衛星、ｉｉ）セルラーネットワー
ク内の基地局、及びｉｉｉ）ユーザーデータを送信しないビーコン送信機のうちの１つで
あることと、
　前記受信されたブロードキャスト信号を用いて前記時間基準点を決定することと、を含
む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記時間基準点に基づいてピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・
ピア送信シンボルタイミングのうちの少なくとも１つを決定することをさらに備える請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
　第２の無線通信デバイスによって送信された信号を検出することと、
　ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・ピア送信シンボルタイミン
グのうちの前記少なくとも１つを前記検出された信号の関数として調整することと、をさ
らに備える請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記信号は、
　ユーザーデータを通信するために用いられるトラフィック信号である請求項５記載の方
法。
【請求項７】
　前記信号は、
　予め決められたブロードキャスト信号である請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記予め決められたブロードキャスト信号は、多トーンの時間とともに変化する信号、
及び予め決められた時間とともに変化するＰＮ系列信号のうちの１つである請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　前記予め決められたブロードキャスト信号は、複数の繰り返しタイミング同期化間隔の
うちの１つにおいて前記第２の無線通信デバイスから受信された信号である請求項７に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記アクセスされた格納されたタイミング構造情報は、前記繰り返しタイミング同期化
間隔が前記決定された時間基準点に関してどこで生じるかをさらに示し、
　前記時間基準点からの予め決められたオフセットを有する時間間隔において予め決めら
れたブロードキャスト信号を送信する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　第１の無線通信デバイスであって、
　時間基準点を決定するためのタイミング基準点決定モジュールと、
　繰り返しピア発見間隔及びトラフィック間隔を決定するために用いられる格納されたタ
イミング構造情報と、
　格納されたタイミング構造情報にアクセスし及びある時点に対応する１つの種類の間隔
を決定するための間隔決定モジュールと、を備え、
　前記アクセスされた格納されたタイミング構造情報は、ページング動作を行うための繰
り返しページング間隔を決定するために用いられる情報をさらに含み、かつ前記時間基準
点に関する時点において生じるように決定された前記繰り返しページング間隔中に前記ペ
ージング動作を行うためのページングモジュールをさらに備え、
　前記格納されたタイミング構造情報は、タイミング構造情報が格納される少なくとも１
つの期間中にピア発見時間間隔とピア発見時間間隔と間において複数のページング時間間
隔が生じることを示すとともに、前記トラフィック間隔は、前記格納されたタイミング構



(3) JP 5425768 B2 2014.2.26

10

20

30

40

50

造情報によって定義された通信タイミング構造の１回の繰り返し中にページング時間間隔
とピア発見時間間隔の組み合わせによって占められる時間よりも多い時間を占める、第１
の無線通信デバイス。
【請求項１２】
　ピア発見時間間隔中にピア・ツー・ピアタイミング同期化動作を行うためのピア・ツー
・ピアタイミング同期化モジュールをさらに備える請求項１１に記載の第１の無線通信デ
バイス。
【請求項１３】
　ブロードキャスト信号をデバイスから受信するための無線受信機であって、前記デバイ
スは、前記第１の無線通信デバイスと異なり、前記デバイスは、ｉ）衛星、ｉｉ）セルラ
ーネットワーク内の基地局、及びｉｉｉ）ユーザーデータを送信しないビーコン送信機の
うちの１つである無線受信機、をさらに備え、
　前記タイミング基準点決定モジュールは、前記受信されたブロードキャスト信号を用い
て前記時間基準点を決定する請求項１１に記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項１４】
　衛星ブロードキャスト信号処理モジュール、
　基地局ブロードキャスト信号処理モジュール、及び
　ビーコン信号送信機信号処理モジュールのうちの少なくとも２つをさらに備える請求項
１３に記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項１５】
　前記時間基準点に基づいてピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・
ピア送信シンボルタイミングのうちの少なくとも１つを決定するためのピア・ツー・ピア
タイミング同期化モジュールをさらに備える請求項１３に記載の第１の無線通信デバイス
。
【請求項１６】
　第２の無線通信デバイスによって送信された信号を検出するためのピアノード信号検出
モジュールと、
　ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・ピア送信シンボルタイミン
グのうちの前記少なくとも１つを前記検出された信号の関数として調整するためのタイミ
ング調整モジュールと、をさらに備える請求項１５に記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項１７】
　前記第２の通信デバイスによって送信された前記信号は、
　ユーザーデータを通信するために用いられるトラフィック信号である請求項１６に記載
の第１の無線通信デバイス。
【請求項１８】
　前記第２の通信デバイスによって送信された前記信号は、
　予め決められたブロードキャスト信号である請求項１６に記載の第１の無線通信デバイ
ス。
【請求項１９】
　前記予め決められたブロードキャスト信号は、
　多トーンの時間とともに変化する信号、及び
　予め決められた時間とともに変化するＰＮ系列信号のうちの１つである請求項１８に記
載の第１の無線通信デバイス。
【請求項２０】
　前記予め決められたブロードキャスト信号は、複数の繰り返しタイミング同期化間隔の
うちの１つにおいて前記第２の無線通信デバイスから受信された信号である請求項１８に
記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項２１】
　前記格納されたタイミング構造情報は、前記繰り返しタイミング同期化間隔が前記決定
された時間基準点に関してどこで生じるかをさらに示し、
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　予め決められたブロードキャスト信号を生成するためのブロードキャスト信号生成モジ
ュールと、
　前記時間基準点からの予め決められたオフセットを有する時間間隔において前記生成さ
れた予め決められたブロードキャスト信号を送信するための無線送信機と、をさらに備え
る請求項２０に記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項２２】
　第１の無線通信デバイスであって、
　時間基準点を決定するためのタイミング基準点決定手段と、
　繰り返しピア発見間隔及びトラフィック間隔を決定するための手段と、
　格納されたタイミング構造情報にアクセスし及びある時点に対応する１つの種類の間隔
を決定するための手段と、を備え、
　ページング動作を行うための繰り返しページング間隔を決定するための手段をさらに備
え、かつ前記時間基準点に関する時点において生じるように決定された前記繰り返しペー
ジング間隔中に前記ページング動作を行うための手段をさらに備え、
　前記格納されたタイミング構造情報は、タイミング構造情報が格納される少なくとも１
つの期間中にピア発見時間間隔とピア発見時間間隔と間において複数のページング時間間
隔が生じることを示すとともに、前記トラフィック間隔は、前記格納されたタイミング構
造情報によって定義された通信タイミング構造の１回の繰り返し中にページング時間間隔
とピア発見時間間隔の組み合わせによって占められる時間よりも多い時間を占める、第１
の無線通信デバイス。
【請求項２３】
　ブロードキャスト信号をデバイスから受信するための無線受信機手段であって、前記デ
バイスは、前記第１の無線通信デバイスと異なり、前記デバイスは、ｉ）衛星、ｉｉ）セ
ルラーネットワーク内の基地局、及びｉｉｉ）ユーザーデータを送信しないビーコン送信
機のうちの１つである無線受信機手段、をさらに備え、
　前記タイミング基準点決定手段は、前記受信されたブロードキャスト信号を用いて前記
時間基準点を決定する請求項２２に記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項２４】
　前記時間基準点に基づいてピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・
ピア送信シンボルタイミングのうちの少なくとも１つを決定するための手段をさらに備え
る請求項２３に記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項２５】
　第２の無線通信デバイスによって送信された信号を検出するための手段と、
　ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・ピア送信シンボルタイミン
グのうちの前記少なくとも１つを前記検出された信号の関数として調整するための手段と
、をさらに備える請求項２４に記載の第１の無線通信デバイス。
【請求項２６】
　第１の無線通信デバイスを動作させるための機械によって実行可能な命令を具備する、
コンピュータによって読み取り可能な媒体であって、前記命令は前記コンピュータに、
　時間基準点を決定させ、
　繰り返しピア発見間隔及びトラフィック間隔を決定するために用いられる格納されたタ
イミング構造情報にアクセスさせ、ここにおいて、前記アクセスされた格納されたタイミ
ング構造情報は、ページング動作を行うための繰り返しページング間隔を決定するために
用いられる情報を含み、
　前記コンピュータによって読み取り可能な媒体はさらに、コンピュータに、前記時間基
準点に関する時点において生じるように決定された前記繰り返しページング間隔中に前記
ページング動作を行わせるための命令を具備し、
　前記格納されたタイミング構造情報は、タイミング構造情報が格納される少なくとも１
つの期間中にピア発見時間間隔とピア発見時間間隔と間において複数のページング時間間
隔が生じることを示すとともに、前記トラフィック間隔は、前記格納されたタイミング構
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造情報によって定義された通信タイミング構造の１回の繰り返し中にページング時間間隔
とピア発見時間間隔の組み合わせによって占められる時間よりも多い時間を占める、コン
ピュータによって読み取り可能な媒体。
【請求項２７】
　タイミング基準点を決定することは、
　ブロードキャスト信号をデバイスから受信することであって、前記デバイスは、前記第
１の無線通信デバイスと異なり、前記デバイスは、ｉ）衛星、ｉｉ）セルラーネットワー
ク内の基地局、及びｉｉｉ）ユーザーデータを送信しないビーコン送信機のうちの１つで
あることと、
　前記受信されたブロードキャスト信号を用いて前記時間基準点を決定すること、とを含
む請求項２６に記載のコンピュータによって読み取り可能な媒体。
【請求項２８】
　前記時間基準点に基づいてピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・
ピア送信シンボルタイミングのうちの少なくとも１つを決定するための機械によって実行
可能な命令をさらに具現化した請求項２７に記載のコンピュータによって読み取り可能な
媒体。
【請求項２９】
　第２の無線通信デバイスによって送信された信号を検出し、及び
　ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・ピア送信シンボルタイミン
グのうちの前記少なくとも１つを前記検出された信号の関数として調整するための機械に
よって実行可能な命令をさらに具現化した請求項２８に記載のコンピュータによって読み
取り可能な媒体。
【請求項３０】
　装置であって、
　時間基準点を決定し、及び
繰り返しピア発見間隔及びトラフィック間隔を決定するために用いられる格納されたタイ
ミング構造情報にアクセスするように構成されたプロセッサを備え、前記アクセスされた
格納されたタイミング構造情報は、ページング動作を行うための繰り返しページング間隔
を決定するために用いられる情報をさらに含み、かつ前記プロセッサは、前記時間基準点
に関する時点において生じるように決定された前記繰り返しページング間隔中に前記ペー
ジング動作を行うようにさらに構成され、
　前記格納されたタイミング構造情報は、タイミング構造情報が格納される少なくとも１
つの期間中にピア発見時間間隔とピア発見時間間隔と間において複数のページング時間間
隔が生じることを示すとともに、前記トラフィック間隔は、前記格納されたタイミング構
造情報によって定義された通信タイミング構造の１回の繰り返し中にページング時間間隔
とピア発見時間間隔の組み合わせによって占められる時間よりも多い時間を占める、装置
。
【請求項３１】
　タイミング基準点を決定することは、
　ブロードキャスト信号をデバイスから受信することであって、前記デバイスは、前記第
１の無線通信デバイスと異なり、前記デバイスは、ｉ）衛星、ｉｉ）セルラーネットワー
ク内の基地局、及びｉｉｉ）ユーザーデータを送信しないビーコン送信機のうちの１つで
あることと、
　前記受信されたブロードキャスト信号を用いて前記時間基準点を決定することと、を含
む請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記プロセッサは、前記時間基準点に基づいてピア・ツー・ピア受信シンボルタイミン
グ及びピア・ツー・ピア送信シンボルタイミングのうちの少なくとも１つを決定するよう
にさらに構成される請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
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前記プロセッサは、
第２の無線通信デバイスによって送信された信号を検出し、及び
　ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・ピア送信シンボルタイミン
グのうちの前記少なくとも１つを前記検出された信号の関数として調整するようにさらに
構成される請求項３２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　様々な実施形態は、無線通信のための方法及び装置を対象とする。様々な実施形態は、
より具体的には、ピア・ツー・ピア無線通信において用いるための方法及び装置を対象と
する。　
【背景技術】
【０００２】
　無線通信デバイスは、当たり前のデバイスになっている。多くのセルラーシステムは、
セルラーデバイスが効率的に及び相対的に同期化された形で動作するように無線デバイス
の動作を制御するために集中型コントローラ及び／又はその他のネットワークに基づく制
御機構を用いる。残念なことに、ピア・ツー・ピアシステムにおいては、通常は該集中型
制御及び／又はネットワークに基づく同期化機構が欠けている。
【０００３】
　ピア・ツー・ピアシステムの場合は、ピアデバイスが、その他のピアデバイスによって
特定の活動を行うことができる時間を予測しそれによって該ピアデバイスが特定の活動に
関して構造化された及び／又は粗レベルで同期化された形で動作するのを可能にするため
に一定のレベルのデバイス同期化及び／又は予測可能性を達成可能であることが望ましい
。該構造化された及び／又は粗レベルの同期化は、集中型制御デバイスを必要とせずに達
成可能であることが望ましい。
【発明の概要】
【０００４】
　ピア・ツー・ピア通信ネットワークに関連する方法及び装置が説明される。
【０００５】
繰り返しピア発見間隔とトラフィック間隔とを含むピア・ツー・ピアタイミング構造が実
装される。幾つかのただし必ずしもすべてではない実施形態は、ピア・ツー・ピアページ
ング信号を通信するために用いられる繰り返しページング間隔をさらに含む。
【０００６】
　１つの特定の典型的実施形態においては、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びピア
・ツー・ピアタイミング構造を定義する情報を格納する無線通信デバイスが、時間基準点
を決定する。この決定は、実装された繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造に関する
粗レベルの同期化を容易にする。前記時間基準点は、通信デバイスから受信されたブロー
ドキャスト信号に基づく。基礎となるタイミング基準を入手するために用いられる信号を
ブロードキャストする前記通信デバイスは、幾つかの実施形態においては、衛星、基地局
、及びユーザーデータを送信しないビーコン信号送信機のうちの１つである。
【０００７】
　従って、１つの典型的システムにおいては、現地付近の複数のピア・ツー・ピア無線通
信デバイスが、共通の繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造に関する現在の相対的時
点について同じ基本的な理解を共有することができる。幾つかの実施形態においては、ピ
ア・ツー・ピアタイミング同期化は、ピア間で通信された受信信号に基づいてさらに向上
され及び調整される。
【０００８】
　幾つかの、ただしすべてではない特徴は、無線端末を動作させる方法を対象とする。様
々な実施形態による第１の無線通信デバイスを動作させる典型的方法は、時間基準点を決
定することと、繰り返しピア発見間隔及びトラフィック間隔を決定するために用いられる
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格納されたタイミング構造情報にアクセスすること、と含む。幾つかの実施形態による典
型的無線通信デバイスは、時間基準点を決定するためのタイミング基準点決定モジュール
と、繰り返しピア発見間隔及びトラフィック間隔を決定するために用いられる格納された
タイミング構造情報とを含む。幾つかの該実施形態においては、前記典型的無線通信デバ
イスは、格納されたタイミング構造情報にアクセスし及びある時点に対応する１つの種類
の間隔を決定するための間隔決定モジュールをさらに含む。
【０００９】
　上記の発明の概要においては様々な実施形態が説明されている一方で、必ずしもすべて
の実施形態が同じ特徴を含むわけではないこと及び上述される特徴の一部は必要ではない
が幾つかの実施形態においては望ましい可能性があることが理解されるべきである。以下
の発明を実施するための形態においては、数多くの追加の特徴、実施形態及び利益が説明
される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】様々な実施形態による典型的繰り返しピア・ツー・ピア通信システムタイミング
構造の図である。
【図２】様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信システムの一部として無線端末を動
作させる典型的方法のフローチャートである。
【図３】様々な実施形態による、ＯＦＤＭシグナリングを使用し及びピア・ツー・ピア通
信をサポートする第１の通信デバイス、例えばモバイルノード、を動作させる典型的方法
のフローチャートである。
【図４】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア動作をサポートし及びＯＦＤＭシグナ
リングを用いる第１の無線通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作さ
せる典型的方法のフローチャートである。
【図５】図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ及び図５Ｄの組み合わせからなる。
【図５Ａ】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシグ
ナリングを用いる第１の無線通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作
させる典型的方法のフローチャート５００である。
【図５Ｂ】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシグ
ナリングを用いる第１の無線通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作
させる典型的方法のフローチャート５００である。
【図５Ｃ】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシグ
ナリングを用いる第１の無線通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作
させる典型的方法のフローチャート５００である。
【図５Ｄ】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシグ
ナリングを用いる第１の無線通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作
させる典型的方法のフローチャート５００である。
【図６】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタイ
ミング構造を示した図である。
【図７】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタイ
ミング構造を示した図である。
【図８】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタイ
ミング構造を示した図である。
【図９】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタイ
ミング構造を示した図である。
【図１０】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造を示した図である。
【図１１】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造を示した図である。
【図１２】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
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イミング構造を示した図である。
【図１３】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造を示した図である。
【図１４】様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造を示した図である。
【図１５】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシグ
ナリングを用いる無線通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作させる
典型的方法のフローチャートである。
【図１６】様々な実施形態による典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造の図である。
【図１７】図１６の典型的トラフィック間隔に対応する典型的エアリンク資源を示した図
である。
【図１８】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア動作をサポートする無線端末、例え
ばモバイルノード、を動作させる典型的方法の典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造及
び典型的フローチャートを含む。
【図１９】様々な実施形態による、ピア発見動作及びページング動作の関数としての無線
端末によるモニタリングの質の向上を示した図である。
【図２０】図１９に対応する例を示し、無線端末がトラフィック制御資源のうちで用いる
べき部分又は部分（複数）を接続識別子リストの関数として決定することをさらに示した
図である。
【図２１】ＣＤＭＡシグナリングを用いた典型的実施形態に関する図２０の代替である。
【図２２】図２０の典型的実施形態の変形であり、アクティブ接続対と関連づけられたＯ
ＦＤＭエアリンクトラフィック制御資源の位置が複数のトラフィック制御部分に関して引
き続き固定される実施形態を示す。
【図２３】図２０の典型的実施形態の変形であり、アクティブ接続対と関連づけられたＯ
ＦＤＭエアリンクトラフィック制御資源の位置が複数のトラフィック制御部分の間で変わ
る実施形態を示す。
【図２４】図２４Ａ及び図２４Ｂの組み合わせからなる。
【図２４Ａ】様々な実施形態による第１の通信デバイスを動作させる典型的方法のフロー
チャートである。
【図２４Ｂ】様々な実施形態による第１の通信デバイスを動作させる典型的方法のフロー
チャートである。
【図２５】様々な実施形態による第２の通信デバイスと第３の通信デバイスとを含む複数
のピア無線通信デバイスとの通信をサポートするために第１の通信デバイスを動作させる
典型的方法のフローチャートである。
【図２６】様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的無線通信シ
ステムの図である。
【図２７】様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバイ
ス、例えばモバイルノード、の図である。
【図２８】様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバイ
ス、例えばモバイルノード、の図である。
【図２９】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバ
イス、例えばモバイルノード、の図である。
【図３０】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバ
イス、例えばモバイルノード、の図である。
【図３１】様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバ
イス、例えばモバイルノード、の図である。
【図３２】様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバイ
ス、例えばモバイルノード、の図である。
【図３３】様々な実施形態による典型的ピア・ツー・ピア通信ネットワークの図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　図１は、様々な実施形態による典型的な繰り返しピア・ツー・ピア通信システムタイミ
ング構造１００の図である。典型的タイミング構造１００は、ピア発見スロットタイプと
、タイミング同期化スロットタイプと、ページングスロットタイプと、トラフィックスロ
ットタイプと、を含む複数の異なるタイプのスロットを含む。幾つかの実施形態において
は、タイミング同期化スロットは、ピア発見スロットの一部として含められる。幾つかの
その他の実施形態においては、タイミング同期化スロットは、タイミング同期化スロット
と重なり合わず、例えば、タイミング同期化スロットは、ピア発見スロットに後続する。
【００１２】
　典型的繰り返しピア・ツー・ピア通信システムタイミング構造１００の第１の繰り返し
は、タイムマーク基準１０２において開始し、タイミング構造繰り返し間隔１２２を有し
、ピア発見スロット１０４と、タイミング同期化スロット１０６と、ページングスロット
１０８と、トラフィックスロット１１０と、トラフィックスロット１１２と、ページング
スロット１１４と、トラフィックスロット１１６と、を含む。典型的繰り返しピア・ツー
・ピア通信システムタイミング構造の第２の繰り返しは、同じ順序の同じ組のスロットタ
イプを有する。典型的繰り返しピア・ツー・ピア通信システムタイミング構造の第２の繰
り返しは、タイムマーク基準１０２’において開始し、ピア発見スロット１１８と、タイ
ミング同期化スロット１２０と、を含む。
【００１３】
　タイミング構造繰り返し間隔１２２の継続時間は、個々のスロットの継続時間よりもは
るかに長い。タイミング構造繰り返し時間間隔の継続時間は、例えば１分である。ピア発
見時間間隔１２４の継続時間は、例えば２又は３ミリ秒である。連続するページングスロ
ット１２６の間の時間の継続時間は、例えば１秒である。タイミング構造の１回の繰り返
しに関する様々な実施形態においては、ピア発見スロット数はページングスロット数より
も少なく、ページングスロット数は、トラフィックスロット数よりも少なく、ページング
スロット数は、トラフィックスロット数よりも少ないか又は同じである。幾つかの実施形
態においては、繰り返しタイミング構造の１回の繰り返し当たり１つのピア発見スロット
のみが存在する。タイミング構造の１回の繰り返しに関する様々な実施形態においては、
トラフィックスロットに割り振られた時間量は、ピア発見スロット及びページングスロッ
トに割り振られた時間の結合量よりも大きい。幾つかの該実施形態においては、トラフィ
ックに割り振られた時間量は、ピア発見スロット及びページングスロットに割り振られた
時間の結合量よりもはるかに大き、例えば少なくとも５倍である。
【００１４】
　図２は、様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信システムの一部として無線端末を
動作させる典型的方法のフローチャート２００である。動作は、ステップ２０２において
開始し、ステップ２０２において、無線端末に電源が投入されて初期化され、ステップ２
０４に進む。ステップ２０４において、無線端末は、帯域幅利用可能性を検査する。次に
、ステップ２０６において、無線端末は、タイミング基準を導き出し、ステップ２０８に
おいて、無線端末は、タイミング構造を導き出す。動作は、ステップ２０８からステップ
２１０、２１２及び２１４に進み、無線端末は、ピア・ツー・ピア通信システム繰り返し
タイミング構造、例えば図１に示されるタイミング構造１００等のタイミング構造、にお
いて用いられる異なるタイプの予め決められたスロットに関して継続的に検査する。
【００１５】
　ステップ２１０において、無線端末は、ピア発見を行う時間かどうかを検査し、ピア発
見を行う時間である場合は、動作は、ステップ２１０からステップ２１６に進む。ステッ
プ２１２において、無線端末は、ページング動作を行うために割り振られた時間であるか
どうかを検査し、ページング動作を行うために割り振られた時間である場合は、動作は、
ステップ２１２からステップ２２４に進む。ステップ２１４において、無線端末は、トラ
フィック動作を行うために割り振られた時間であるかどうかを検査し、トラフィック動作
を行うために割り振られた時間である場合は、動作は、ステップ２１４からステップ２３
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８に進む。
【００１６】
　ステップ２１６において、無線端末は、ピア発見動作を行う。ステップ２１６は、サブ
ステップ２１８と、２２０と、２２２と、を含む。サブステップ２１８において、無線端
末は、付近におけるその他のピアノードからのビーコン信号を検出するためにモニタリン
グし、次にサブステップ２２０において、無線端末は、受信されたビーコン信号と関連づ
けられた無線端末及び／又はユーザーを識別する。動作は、サブステップ２２０からサブ
ステップ２２２に進む。サブステップ２２２において、無線端末は、決定された無線端末
及び／又はユーザー識別情報の関数として現地付近ピアノード存在リストを更新する。様
々な実施形態において、ステップ２１６の少なくとも幾つかの繰り返しにおいて、無線端
末は、ステップ２１６のサブステップに加えてまたはその代わりに、その存在を知らせる
ためのビーコン信号を付近のその他の無線端末に送信する。
【００１７】
　ステップ２２４において、無線端末は、ページング関連動作を行う。ステップ２２４は
、サブステップ２２６と、２２８と、２３０と、２３２と、２３４と、２３６と、を含む
。異なるサブステップは、異なる時点において、例えば無線端末のニーズ及び／又は関心
に応じて及び／又は特定のページングスロットの属性、例えばその特定のスロットにおい
てページングすることができる無線端末を識別する情報、の関数として実行することがで
き、及び時実行される。サブステップ２２６において、無線端末は、着信ページの有無を
検査する。動作は、ステップ２２６からステップ２２８に進み、ステップ２２８において
、無線端末は、検出された着信ページを検査し、無線端末をページング中であるかどうか
を決定する。無線端末をページング中であると無線端末が決定した場合は、動作は、サブ
ステップ２２８からサブステップ２３６に進む。サブステップ２３０において、無線端末
は、ページを生成し、次にサブステップ２３２において、無線端末はページを送信する。
動作は、サブステップ２３２からサブステップ２３４に進み、サブステップ２３４におい
て、無線端末は、ページ応答の有無をモニタリングする。ページ応答が無線端末によって
検出された場合は、動作は、サブステップ２３４からサブステップ２３６に進む。サブス
テップ２３６において、無線端末は、アクティブ接続を設定する。アクティブ接続設定は
、例えば、接続識別子の通信を含む。
【００１８】
　ステップ２３８に戻り、ステップ２３８において、無線端末は、アクティブ接続が存在
するかどうかを決定し、アクティブ接続が存在する場合は、動作は、ステップ２４０に進
み、ステップ２４０において、無線端末は、トラフィック動作を行う。現在のアクティブ
接続が存在しない場合は、無線端末は、幾つかの実施形態においては、トラフィックスロ
ットに関してそれ以上の動作を行なわず、例えば、無線端末は、トラフィックスロットに
関して節電モードになる。ステップ２４０は、サブステップ２４２と、２４４と、２４６
と、２４８と、を含む。サブステップ２４２において、無線端末は、ユーザーデータ信号
を含むトラフィック関連信号を受信する及び／又は送信するためのトラフィックプロトコ
ル規則に従う。サブステップ２４４において、無線端末は、タイマー管理動作を行い、サ
ブステップ２４６において、無線端末は、通信されるべき追加のトラフィックが存在する
かどうかを判断する。無線端末が、サブステップ２４６において、追加トラフィックが存
在しないと決定した場合は、動作はサブステップ２４８に進み、サブステップ２４８にお
いて、無線端末は、アクティブ接続の切り離しを行う。通信されるべき追加トラフィック
が依然として存在する場合は、アクティブ接続はそのままの状態であり、例えば後続する
トラフィックスロット中に追加トラフィックを通信することができる。
【００１９】
　図３は、様々な実施形態による、ＯＦＤＭシグナリングを使用し及びピア・ツー・ピア
通信をサポートする第１の通信デバイス、例えばモバイルノード、を動作させる典型的方
法のフローチャート３００である。動作は、ステップ３０２において開始し、ステップ３
０２において第１の通信デバイスに電源が投入されて初期化され、ステップ３０４に進み
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、ステップ３０４において、第１の通信デバイスは、時間基準点を決定する。動作は、ス
テップ３０４からステップ３０６に進み、ステップ３０６において、第１の通信デバイス
は、繰り返しピア発見時間間隔及びトラフィック間隔を決定するために用いられる格納さ
れたタイミング構造情報にアクセスする。様々な実施形態においては、アクセスされた格
納されたタイミング情報は、繰り返しページング間隔を決定するために用いられる情報を
さらに含む。様々な実施形態においては、格納されたタイミング構造情報は、タイミング
構造情報が格納される少なくとも１つの期間中のピア発見時間間隔間において複数のペー
ジング時間間隔が生じることを示す。幾つかの実施形態においては、トラフィック間隔は
、前記格納されたタイミング構造情報によって定義された通信タイミング構造の１回の繰
り返し中にページング時間間隔及びピア発見時間間隔の組み合わせによって占められる時
間よりも長い時間を占める。動作は、ステップ３０６からステップ３０８に進む。ステッ
プ３０８において、第１の無線通信デバイスは、ピア発見時間間隔中にピア・ツー・ピア
タイミング同期化動作を行う。幾つかのその他の実施形態においては、第１の無線端末は
、ピア発見時間間隔に引き続くタイミング／同期化時間間隔中にピア・ツー・ピア同期化
動作を行う。動作は、ステップ３０８からステップ３１０に進む。ステップ３１０におい
て、第１の無線通信デバイスは、前記時間基準点に関する時点に生じると決定されたペー
ジング間隔中にページング動作を行う。
【００２０】
　図４は、様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア動作をサポートし及びＯＦＤＭシグ
ナリングを用いる第１の通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作させ
る典型的方法のフローチャート４００である。動作は、ステップ４０２において開始し、
ステップ４０２において、第１の無線通信デバイスに電源が投入されて初期化され、ステ
ップ４０４に進む。ステップ４０４において、第１の無線通信デバイスは、時間基準点を
決定する。ステップ４０４は、サブステップ４０６と、４０８と、を含む。サブステップ
４０６において、第１の無線通信デバイスは、ブロードキャスト信号をデバイスから受信
し、前記デバイスは、第１の無線通信デバイスと異なり、前記デバイスは、ｉ）衛星、ｉ
ｉ）セルラーネットワーク内の基地局、及びｉｉｉ）ユーザーデータを送信しないビーコ
ン送信機のうちの１つである。幾つかのその他の実施形態においては、受信されたブロー
ドキャスト信号は、ｉ）政府または国際組織によって定義された基準信号をブロードキャ
ストするブロードキャスト送信機及びｉｉ）テレビ及び／又はラジオ信号において用いら
れる基準信号等の商用ブロードキャスト信号を送信するブロードキャスト送信機のうちの
１つからの信号である。動作は、サブステップ４０６からサブステップ４０８に進む。サ
ブステップ４０８において、第１の無線通信デバイスは、時間基準点を決定するための受
信されたブロードキャスト信号を用いる。動作は、ステップ４０４からステップ４１０に
進む。
【００２１】
　ステップ４１０において、第１の通信デバイスは、繰り返しピア発見時間間隔及びトラ
フィック間隔を決定するために用いられる格納されたタイミング構造情報にアクセスする
。様々な実施形態においては、アクセスされた格納されたタイミング構造情報は、繰り返
しタイミング同期化間隔が決定された時間基準点に関してどの時点で生じるかも示す。動
作は、ステップ４１０からステップ４１２に進む。ステップ４１２において、第１の無線
通信デバイスは、前記タイミング基準点に基づいてピア・ツー・ピア受信シンボルタイミ
ング及びピア・ツー・ピア送信シンボルタイミングのうちの少なくとも１つを決定する。
次に、ステップ４１４において、第１の無線通信デバイスは、第２の無線通信デバイス、
例えば他のモバイルノード、によって送信された信号を検出する。検出された信号は、例
えばユーザーデータを通信するために用いられるトラフィック信号である。代替として、
検出された信号は、例えば予め決められたブロードキャスト信号である。予め決められた
ブロードキャスト信号は、幾つかの実施形態においては、（ｉ）多トーンの時間とともに
変化する信号及び（ｉｉ）予め決められた時間とともに変化するＰＮ系列信号のうちの１
つである。幾つかの実施形態においては、予め決められたブロードキャスト信号は、複数
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の繰り返しタイミング同期化間隔のうちの１つにおいて第２の無線通信デバイスから受信
された信号である。動作は、ステップ４１４からステップ４１６に進む。ステップ４１６
において、無線端末は、ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及びピア・ツー・ピア
送信シンボルタイミングのうちの１つをステップ４１４からの検出された信号の関数とし
て調整する。動作は、ステップ４１６からステップ４１８に進む。ステップ４１８におい
て、無線端末は、前記基準点からの予め決められたオフセットを有する時間間隔において
予め決められたブロードキャスト信号を送信する。幾つかの実施形態においては、ブロー
ドキャスト信号は、第１の無線通信デバイスの存在を知らせるビーコン信号であり、ピア
発見間隔において送信される。
【００２２】
　図５は、図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ及び図５Ｄの組み合わせを備え、様々な実施形態によ
る、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシグナリングを用いる第１の無線通
信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作させる典型的方法のフローチャ
ート５００である。動作はステップ５０２において開始し、ステップ５０２において、第
１の無線通信デバイスに電源が投入されて初期化され、ステップ５０４に進む。ステップ
５０４において、第１の無線通信デバイスは、時間基準点を決定し、次に、ステップ５０
６において、第１の無線通信デバイスは、繰り返しピア発見時間間隔及びトラフィック間
隔を決定するために用いられる格納されたタイミング構造情報にアクセスする。様々な実
施形態においては、アクセスされた格納されたタイミング構造情報は、繰り返しページン
グ時間間隔を決定するために用いられる情報も含む。動作は、ステップ５０６からステッ
プ５０８に進み、ステップ５０８において、第１の無線通信デバイスは、前記アクセスさ
れた格納された繰り返しタイミング構造情報を用いて繰り返しピア発見時間間隔及びトラ
フィック間隔を決定する。動作は、ステップ５０８からステップ５１０に進む。ステップ
５１０において、第１の無線通信デバイスは、前記アクセスされた格納されたタイミング
構造情報を用いて繰り返しページング間隔を決定する。動作は、ステップ５１０かステッ
プ５１２に進む。
【００２３】
　ステップ５１２において、第１の無線通信デバイスは、ピア発見時間間隔中に第２の無
線通信デバイスからブロードキャスト信号を受信する。様々な実施形態においては、第２
の無線通信デバイスは、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシグナリングを
用いるモバイルノード等の他の無線端末である。幾つかの実施形態においては、受信され
たブロードキャスト信号は、ユーザービーコン信号である。次に、ステップ５１４におい
て、第１の無線通信デバイスは、受信されたブロードキャスト信号から識別子を復元し、
前記識別子は、デバイス識別子及びユーザー識別子のうちの１つであり、ステップ５１６
において、第１の無線通信デバイスは、前記復元された識別子をメモリに格納する。動作
は、ステップ５１６からステップ５１８、５２０に進み、そして接続ノードＡ５２２を介
してステップ５６４に進む。
【００２４】
　ステップ５１８において、第１の無線通信デバイスは、予め決められた期間、例えばス
テップ５１４の前記復元された識別子と関連づけられたライフタイム、がどの時点で経過
しているかを決定するために用いられるタイマーを始動させる。動作は、ステップ５１８
からステップ５２４に進む。ステップ５２４において、第１の無線通信デバイスは、前記
第２の無線通信デバイスからの信号がある期間内において検出されたかどうかを決定する
。タイマーが時間切れになる前に信号が検出された場合は、動作はステップ５２４からス
テップ５２８に進み、ステップ５２８において、第１の無線通信デバイスがタイマーを更
新する、例えばタイマーを再始動させる。信号が検出されず及びタイマーが時間切れであ
る場合は、動作はステップ５２４からステップ５２６に進み、ステップ５２６において、
第１の無線通信デバイスは、ステップ５１６において格納された前記復元された識別子を
メモリから削除する。
【００２５】
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　ステップ５２０に戻り、ステップ５２０において、第１の無線通信デバイスは、第２の
無線通信デバイスにページングメッセージを送信することをトリガーするために用いられ
るイベントを検出するためにモニタリングする。動作は、ステップ５２０から検出された
イベントに関するステップ５３０に進む。ステップ５３０において、第１の無線通信デバ
イスは、前記第２の無線通信デバイスにピア・ツー・ピアページを送信することまたは他
のデバイス、例えば基地局、を通じてページを送信することを選択する。ステップ５３０
は、サブステップ５３２と５３６とを含む。サブステップ５３２において、第１の無線通
信デバイスは、前記第２の無線通信デバイスがピア・ツー・ピアページによってページン
グ可能であるかどうかを決定する。サブステップ５３２は、サブステップ５３４含み、サ
ブステップ５３４において、第１の無線通信デバイスは、デバイスと関連づけられた格納
された識別子のリストを検査し、前記リストは、メモリに格納される。動作は、サブステ
ップ５３２からサブステップ５３６に進み、サブステップ５３６において、第１の無線通
信デバイスは、サブステップ５３２の決定に依存して異なる経路を進む。サブステップ５
３２において、第２の無線通信デバイスをピア・ツー・ピアページによってページング可
能であることが決定された場合は、動作は、サブステップ５３６から、接続ノードＢ　５
３８を介して、ステップ５４２に進む。 サブステップ５３２において、第２の無線通信
デバイスをピア・ツー・ピアページによってページング不能であることが決定された場合
は、動作は、サブステップ５３６から、接続ノードＣ　５４０を介して、ステップ５５４
に進む。
【００２６】
　ステップ５４２において、第１の無線通信デバイスは、ページを送信するために用いら
れる前記決定されたページング間隔のうちの１つを前記格納された識別子の関数として決
定する。動作は、ステップ５４２からステップ５４４に進む。ステップ５４４において、
第１の無線通信デバイスは、前記第２の無線通信デバイスにダイレクトページを送信する
。ステップ５４４は、サブステップ５４６を含み、サブステップ５４６において、第１の
無線通信デバイスは、決定されたページング間隔のうちの１つが生じている間に第２の無
線通信デバイスにページングメッセージを送信する。動作は、ステップ５４４からステッ
プ５４８に進む。
【００２７】
　ステップ５４８において、第１の無線通信デバイスは、第１の無線通信デバイスと第２
の無線通信デバイスとの間におけるピア・ツー・ピアセッション確立情報の通信に参加す
る。ステップ５４８は、サブステップ５５０及び５５２のうちの１つ以上を含む。サブス
テップ５５０において、第１の無線通信デバイスは、ピア・ツー・ピアセッション確立情
報を送信し、前記ピア・ツー・ピアセッション確立情報は、セッション中に通信されるべ
きセッション識別子、セッションサービス品質情報、及びトラフィックのタイプのインジ
ケータのうちの少なくとも１つを含む。サブステップ５５２において、第１の無線通信デ
バイスは、ピア・ツー・ピアセッション確立情報を受信し、前記ピア・ツー・ピアセッシ
ョン確立情報は、セッション中に通信されるべきセッション識別子、セッションサービス
品質情報、及びトラフィックのタイプのインジケータのうちの少なくとも１つを含む。動
作は、ステップ５４８から接続ノードＤ　５６２を介してステップ５８２に進む。
【００２８】
　ステップ５５４に戻り、ステップ５５４において、第１の無線通信デバイスは、第２の
無線通信デバイスへのページを開始するために広域ページを他のノード、例えば基地局、
に送信する。動作は、ステップ５５４からステップ５５６に進む。
【００２９】
　ステップ５５６において、第１の無線通信デバイスは、第１の無線通信デバイスと第２
の無線通信デバイスとの間におけるピア・ツー・ピアセッション確立情報の通信に参加す
る。ステップ５５６は、サブステップ５５８及び５６０のうちの１つ以上を含む。サブス
テップ５５８において、第１の無線通信デバイスは、ピア・ツー・ピアセッション確立情
報を送信し、前記ピア・ツー・ピアセッション確立情報は、セッション中に通信されるべ
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きセッション識別子、セッションサービス品質情報、及びトラフィックのタイプのインジ
ケータのうちの少なくとも１つを含む。サブステップ５６０において、第１の無線通信デ
バイスは、ピア・ツー・ピアセッション確立情報を受信し、前記ピア・ツー・ピアセッシ
ョン確立情報は、セッション中に通信されるべきセッション識別子、セッションサービス
品質情報、及びトラフィックのタイプのインジケータのうちの少なくとも１つを含む。動
作は、ステップ５５６から接続ノードＤ　５６２を介してステップ５８２に進む。
【００３０】
　ステップ５６４において、第１の無線通信デバイスは、前記第１の無線通信デバイスに
ページを向けるために前記繰り返しページング間隔のうちのいずれを用いることができる
かを決定する。動作は、ステップ５６４からステップ５６６に進む。ステップ５６６にお
いて、第１の無線通信デバイスは、第１の無線通信デバイスにページを向けることができ
る決定されたページング間隔中に、第１の無線通信デバイスに向けられたページの有無を
モニタリングする。動作は、ステップ５６６からステップ５６８に進む。ステップ５６８
において、無線端末は、第１の無線通信デバイスに向けられたページが受信されたかどう
かを決定し、その決定の関数として進む。第１の無線通信デバイスに向けられたページが
受信された場合は、動作は、ステップ５６８からステップ５７０に進み、そうでない場合
は、動作は、ステップ５６８からステップ５７２に進む。
【００３１】
　ステップ５７０において、第１の無線通信デバイスは、ページ応答信号を送信する。動
作は、ステップ５７０からステップ５７４に進む。ステップ５７４において、第１の無線
通信デバイスは、第１の無線通信デバイスと第２の無線通信デバイスとの間におけるピア
・ツー・ピアセッション確立情報の通信に参加する。ステップ５７４は、サブステップ５
７６及び５７８のうちの１つ以上を含む。サブステップ５７６において、第１の無線通信
デバイスは、ピア・ツー・ピアセッション確立情報を送信し、前記ピア・ツー・ピアセッ
ション確立情報は、セッション中に通信されるべきセッション識別子、セッションサービ
ス品質情報、及びトラフィックのタイプのインジケータのうちの少なくとも１つを含む。
サブステップ５７８において、第１の無線通信デバイスは、ピア・ツー・ピアセッション
確立情報を受信し、前記ピア・ツー・ピアセッション確立情報は、セッション中に通信さ
れるべきセッション識別子、セッションサービス品質情報、及びトラフィックのタイプの
インジケータのうちの少なくとも１つを含む。動作は、ステップ５７４から接続ノードＤ
　５６２を介してステップ５８２に進む。
【００３２】
　ステップ５７２に戻り、ステップ５７２において、第１の無線通信デバイスが電力を保
存するために動作される。ステップ５７２は、サブステップ５８０を含み、サブステップ
５８０において、第１の無線通信デバイスは、前記第１の無線通信デバイスに向けられた
ページが検出されなかった前記ページング間隔に後続し及び他のページング間隔が生じる
前の少なくとも１つのトラフィック間隔中にトラフィックデータの有無をモニタリングす
るのを控えるように制御される。動作は、ステップ５７２からステップ５６６に進み、ス
テップ５６６において、第１の無線通信デバイスは、他のページング間隔をモニタリング
する。
【００３３】
　ステップ５８２に戻り、ステップ５８２において、第１の無線通信デバイスは、トラフ
ィック間隔のうちの１つのトラフィック間隔中に直接無線通信リンクを介して第１の無線
通信デバイスと第２の無線通信デバイスとの間におけるユーザーデータの通信に参加する
。ステップ５８２は、サブステップ５８４及び５８６のうちの１つ以上を含む。サブステ
ップ５８４において、第１の無線通信デバイスは、ユーザーデータを受信し、前記ユーザ
ーデータは、テキストデータ、画像データ、音声データ、及びアプリケーションデータの
うちの１つを含む。サブステップ５８６において、第１の無線通信デバイスは、ユーザー
データを送信し、前記ユーザーデータは、テキストデータ、画像データ、音声データ、及
びアプリケーションデータのうちの１つを含む。
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【００３４】
　図６は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造６００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造６００は、
ピア発見時間間隔６０２と、後続するトラフィック間隔６０４と、を含む。次に、このパ
ターンが、ピア発見時間間隔６０２’及び後続するトラフィック間隔６０４’によって示
されるように繰り返す。各ピア発見間隔（６０２、６０２’）は、９ミリ秒の継続時間を
有し、他方、各トラフィック間隔（６０４、６０４’）は、９００ミリ秒の継続時間を有
する。タイミング構造繰り返し間隔６０６は、９０９ミリ秒である。
【００３５】
　ピア発見間隔の継続時間は９ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
ができる。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合
計時間の１００倍であることも観察することができる。幾つかのその他の実施形態におい
ては、トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合計時
間の１００倍超である。
【００３６】
　図７は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造７００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造７００は、
ピア発見時間間隔７０２と、後続する１０のトラフィック間隔（トラフィック間隔１　７
０４、．．．トラフィック間隔１０　７０６）と、を含む。次に、このパターンが、ピア
発見時間間隔７０２及び後続する１０のトラフィック間隔（トラフィック間隔１　７０４
’、．．．トラフィック間隔１０　７０６’）によって示されるように繰り返す。各ピア
発見間隔（７０２、７０２’）は、３ミリ秒の継続時間を有し、他方、各トラフィック間
隔（７０４、．．．、７０６、７０４’ ．．．、７０６’）は、３０ミリ秒の継続時間
を有する。タイミング構造繰り返し間隔７０８は、３０３ミリ秒であり、繰り返しタイミ
ング構造の１回の繰り返しにおける複合トラフィック時間７１０は、３００ミリ秒である
。
【００３７】
　ピア発見間隔の継続時間は３ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
できる。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合計
時間の１００倍であることも観察することができる。幾つかのその他の実施形態において
は、トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合計時間
の１００倍超である。繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにはピア発見間隔の１０
倍の数のトラフィック時間間隔が存在することも観察することができる。幾つかのその他
の実施形態においては、繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにはピア発見間隔の１
００倍を超える数のトラフィック時間間隔が存在する。
【００３８】
　図８は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造８００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造８００は、
ピア発見時間間隔８０２と、後続する１００のトラフィック間隔（トラフィック間隔１　
８０４、．．．トラフィック間隔２　８０６、．．．、トラフィック間隔１００　８０８
）と、を含む。次に、このパターンが、ピア発見時間間隔８０２’及び後続するトラフィ
ック間隔（トラフィック間隔１　８０４’、．．．トラフィック間隔２　８０６’、．．
．、 トラフィック間隔１００　８０８’）よって示されるように繰り返す。各ピア発見
間隔（８０２、８０２’）は、３ミリ秒の継続時間を有し、各トラフィック間隔（８０４
、８０６、．．．、８０８、８０４’ ．．．、８０６’ ．．．、８０８’）は、３ミリ
秒の継続時間を有する。タイミング構造繰り返し間隔８１０は、３０３ミリ秒であり、繰
り返しタイミング構造の１回の繰り返しにおける複合トラフィック時間８１２は、３００
ミリ秒である。
【００３９】
　ピア発見間隔の継続時間は３ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
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ができる。トラフィック間隔の継続時間は３ミリ秒であり、従って、ピア発見間隔の継続
時間及びトラフィック間隔の継続時間は同じである。トラフィック間隔に割り振られた合
計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合計時間の１００倍であることも観察することが
できる。幾つかのその他の実施形態においては、トラフィック間隔に割り振られた合計時
間は、ピア発見間隔に割り振られた合計時間の１００倍超である。繰り返しタイミング構
造の１回の繰り返しにはピア発見間隔の１００倍の数のトラフィック時間間隔が存在する
ことも観察することができる。様々な実施形態においては、繰り返しタイミング構造の１
回の繰り返しにはピア発見間隔の少なくとも１０倍の数のトラフィック時間間隔が存在す
る。
【００４０】
　図９は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピアタ
イミング構造９００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造９００は、
ピア発見時間間隔９０２と、後続する１０のトラフィック間隔（トラフィック間隔１　９
０４、．．．、トラフィック間隔１０　９０６）と、を含む。次に、このパターンが、ピ
ア発見間隔９０２’及び後続するトラフィック間隔（トラフィック間隔１　９０４’、．
．． トラフィック間隔１０　９０６’）よって示されるように繰り返す。各ピア発見間
隔（９０２、９０２’）は、３ミリ秒の継続時間を有し、各トラフィック間隔（９０４、
９０６、．．．、９０４’ ．．．、９０６’ ）は、１００ミリ秒の継続時間を有する。
タイミング構造繰り返し間隔９０８は、１００３ミリ秒であり、繰り返しタイミング構造
の１回の繰り返しにおける複合トラフィック時間９１０は、１秒である。
【００４１】
　ピア発見間隔の継続時間は３ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
ができる。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合
計時間の約３３３倍であることも観察することができる。幾つかのその他の実施形態にお
いては、トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合計
時間の１００倍超である。繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにはピア発見間隔の
１０倍の数のトラフィック時間間隔が存在することも観察することができる。様々な実施
形態においては、繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにはピア発見間隔の１０倍超
の数のトラフィック時間間隔が存在する。２つの連続するピア発見間隔９１２間のギャッ
プ時間は、１秒であることも観察することができる。幾つかのその他の実施形態において
は、２つの連続するピア発見間隔間のギャップ時間は、１秒よりも大きい。
【００４２】
　図１０は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピア
タイミング構造１０００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造１００
０は、ピア発見時間間隔１００２と、後続するタイミング同期化間隔１００４と、を含み
、トラフィック間隔１００６によって後続される。次に、このパターンが、ピア発見時間
間隔１００２’、後続するタイミング同期化間隔１００４’、及び後続するトラフィック
間隔１００６’よって示されるように繰り返す。各ピア発見間隔（１００２、１００２’
）は、３ミリ秒の継続時間を有し、各タイミング同期化間隔（１００４、１００４’）は
、３ミリ秒の継続時間を有し、各トラフィック間隔（１００６、１００６’ ）は、１秒
の継続時間を有する。タイミング構造繰り返し間隔１００８は、１００６ミリ秒である。
【００４３】
　ピア発見間隔の継続時間は３ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
ができる。様々な実施形態においては、タイミング同期化間隔は、ピアデバイスから受信
された信号から信号タイミングデータを収集するために第１の無線端末によって用いられ
る時間間隔であり、該信号タイミングデータは、第１の無線端末の信号タイミングを調整
する際に用いられる。
【００４４】
　図１１は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピア
タイミング構造１１００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造１１０
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０は、ピア発見時間間隔１１０２と、後続するページング間隔１１０４とを含み、トラフ
ィック間隔１１０６によって後続される。次に、このパターンが、ピア発見時間間隔１１
０２’、後続するタイミングページング間隔１１０４’、及び後続するトラフィック間隔
１１０６’よって示されるように繰り返す。各ピア発見間隔（１１０２、１１０２’）は
、９ミリ秒の継続時間を有し、各ページング間隔（１１０４、１１０４’）は、９ミリ秒
の継続時間を有し、各トラフィック間隔（１１０６、．．．、１１０６’）は、９０ミリ
秒の継続時間を有する。タイミング構造繰り返し間隔１００８は、１０８ミリ秒である。
【００４５】
　ピア発見間隔の継続時間は９ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
ができる。ページング間隔の継続時間は９ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことも観
察することができる。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ページング間隔に割
り振られた合計時間の１０倍である。幾つかのその他の実施形態においては、トラフィッ
ク間隔に割り振られた合計時間は、ページング間隔に割り振られた合計時間の１０倍超で
ある。
【００４６】
　図１２は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピア
タイミング構造１２００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造１２０
０は、ピア発見時間間隔１２０２と、後続する第１のページング間隔であるページング間
隔１　１２０４とを含み、１０のトラフィック間隔（トラフィック間隔１　１２０６、．
．．、トラフィック間隔１０　１２０８）によって後続され、第２のページング間隔であ
るページング間隔２　１２１０によって後続され、１０の追加のトラフィック間隔（トラ
フィック間隔１１　１２１２、．．．、トラフィック間隔２０　１２１４）によって後続
される。次に、このパターンが、ピア発見間隔１２０２’から繰り返す。各ピア発見間隔
（１２０２、１２０２’）は、３ミリ秒の継続時間を有し、各ページング間隔（１２０４
、１２１０ ）は、９ミリ秒の継続時間を有し、各トラフィック間隔（１２０６、．．．
、１２０８、１２１２、．．．、１２１４ ）は、１０ミリ秒の継続時間を有する。タイ
ミング構造繰り返し間隔１２１６は、２２１ミリ秒である。ページング間隔１２１８間の
ギャップは、１００ミリ秒である。
【００４７】
　ピア発見間隔の継続時間は３ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
ができる。ページング間隔の継続時間は９ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことも観
察することができる。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ページング間隔に割
り振られた合計時間の約１１倍である。幾つかの実施形態においては、トラフィック間隔
に割り振られた合計時間は、ページング間隔に割り振られた合計時間の少なくとも１０倍
である。トラフィック間隔（１２０６、．．．、１２０８、１２１２、．．．、１２１４
 ）の各々は、ページング間隔（１２０４、１２１０）のうちのいずれのページング間隔
の継続時間よりも長い継続時間を有する。ページング間隔は、トラフィック間隔と実質的
に同じ継続時間を有する。繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにはページング間隔
の１０倍の数のトラフィック間隔が存在する。
【００４８】
　図１３は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピア
タイミング構造１３００を示す図である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造１３０
０は、ピア発見時間間隔１３０２と、後続する第１のページング間隔であるページング間
隔１　１３０４とを含み、１２のトラフィック間隔（トラフィック間隔１　１３０６、．
．．、トラフィック間隔１２　１３０８）によって後続され、第２のページング間隔であ
るページング間隔２　１３１０によって後続され、１２の追加のトラフィック間隔（トラ
フィック間隔１３　１３１２、．．．、トラフィック間隔２４　１３１４）によって後続
される。
【００４９】
次に、このパターンが、ピア発見間隔１３０２’から繰り返す。各ピア発見間隔（１３０
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２、１３０２’）は、９ミリ秒の継続時間を有し、各ページング間隔（１３０４、１３１
０ ）は、９ミリ秒の継続時間を有し、各トラフィック間隔（１３０６、．．．、１３０
８、１３１２、．．．、１３１４ ）は、９ミリ秒の継続時間を有する。タイミング構造
繰り返し間隔１３１６は、２４３ミリ秒である。ページング間隔１３１８間のギャップは
、１０８ミリ秒である。
【００５０】
　ピア発見間隔の継続時間は９ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことを観察すること
ができる。ページング間隔の継続時間は９ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短いことも観
察することができる。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ページング間隔に割
り振られた合計時間の１２倍である。幾つかの実施形態においては、トラフィック間隔に
割り振られた合計時間は、ページング間隔に割り振られた合計時間の少なくとも１０倍で
ある。トラフィック間隔（１３０６、．．．、１３０８、１３１２、．．．、１３１４ 
）の各々は、ページング間隔の継続時間と同じである継続時間を有する。繰り返しタイミ
ング構造の１回の繰り返しにはページング間隔の１２倍の数のトラフィック間隔が存在す
る。様々な実施形態においては、タイミング構造の１回の繰り返しにはページング間隔の
少なくとも１０倍の数のトラフィック間隔が存在する。
【００５１】
　図１４は、様々な実施形態による無線端末によって用いられる典型的ピア・ツー・ピア
タイミング構造１４００を示す図である。この典型的実施形態においては、タイミング構
造の１回の繰り返しは、予め決められた一定数の等しい継続時間の時間スロット、例えば
、２４０６２のインデックス付き時間スロット（スロット１　１４０２、スロット２　１
４０４、スロット３　１４０６、スロット４　１４０８、スロット５　１４１０、．．．
、スロット４０３　１４１２、スロット４０４　１４１４、スロット４０５　１４１６、
スロット４０６　１４１８、．．．、スロット８０４　１４２０、．．．、スロット２３
６６２　１４２２、スロット２３６６３　１４２４、スロット２３６６４　１４２６、．
．．、スロット２４０６２　１４２８）を含む。今度は、これらのスロットと関連づけら
れた異なる種類の間隔の予め決められたパターンが説明される。典型的ピア・ツー・ピア
タイミング構造１４００は、ピア発見時間間隔１４５２と、後続するタイミング同期化間
隔１４５４と、後続する第１のページング間隔であるページング１　１４５６とを含み、
４００のトラフィック間隔（トラフィック間隔１　１４５８、トラフィック間隔２　１４
６０、．．．、トラフィック間隔４００　１４６２）によって後続され、第２のページン
グ間隔であるページング間隔２　１４６４によって後続され、４００の追加のトラフィッ
ク間隔（トラフィック間隔４１０　１４６６、．．．、トラフィック間隔４０２　１４６
８、．．．、トラフィック間隔８００　１４７０）によって後続される。ページング間隔
及び後続する一組の４００のトラフィック間隔のこのシーケンスが、合計６０組に関して
繰り返し、ページング間隔６０　１４７２、及び後続する４００のトラフィック間隔（ト
ラフィック間隔２３６０１　１４７４、トラフィック間隔２３６０２　１４７６、．．．
、トラフィック間隔２４０００　１４７８）で終了する。次に、このパターンが、スロッ
ト１　１４０２’に対応するピア発見間隔１４５２’、スロット２　１４０４’に対応す
るタイミング同期化間隔１４５４’、スロット３　１４０６’に対応するページング間隔
１　１４５６’、スロット４　１４０８’に対応するトラフィック間隔１　１４５８’、
等から初めて繰り返す。各ピア発見間隔（１４５２、１４５２’）は、２．５ミリ秒の継
続時間１４８４を有する。各タイミング同期化間隔（１４５４、１４５４’）は、２．５
ミリ秒の継続時間１４８６を有する。各ページング間隔（１４５６、１４６４、．．．、
１４７２、１４５６’）は、２．５ミリ秒の継続時間１４８８を有する。各トラフィック
間隔（１４５８、１４６０、．．．、１４６２、１４６６、１４６８、．．．、１４７０
、１４７４、１４７６、．．．、１４７８、１４５８’）は、２．５ミリ秒の継続時間を
有する。タイミング構造繰り返し間隔１４８０は、６０．１５５秒である。連続するペー
ジングスロット１４８２の開始間の時間は、繰り返しタイミング構造の同じ繰り返し内の
ページングスロットに関しては１．００２５秒である。連続するページングスロット間の
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ギャップは、繰り返しタイミング構造の同じ繰り返し内のページングスロットに関して１
秒である。連続するページングスロット１４８３の開始間の時間は、繰り返しタイミング
構造の異なる繰り返し内のページングスロットに関しては１．００７５ミリ秒である。連
続するページングスロット間のギャップは、繰り返しタイミング構造の異なる返し内のペ
ージングスロットに関して１．００５０秒である。
【００５２】
　ピア発見間隔は、２．５ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短い。ページング間隔は、２
．５ミリ秒であり、１０ミリ秒よりも短い。存在するピア発見間隔の２４０００倍の数の
トラフィック間隔が存在し、従って、ピア発見間隔の少なくとも１０倍の数のトラフィッ
ク間隔が存在する。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振
られた時間の２４０００倍であり、従って、ピア発見間隔に割り振られた時間の少なくと
も１００倍の時間がトラフィック間隔に割り振られている。ページング間隔の４００倍の
数のトラフィック間隔が存在し、従って、ページング間隔の少なくとも１０倍の数のトラ
フィック間隔が存在する。トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に
割り振られた時間の４００倍であり、従って、ピア発見間隔に割り振られた時間の少なく
とも１０倍の時間がトラフィック間隔に割り振られている。２つの連続するページング間
隔間の時間的ギャップは、繰り返しタイミング構造の同じ繰り返し内のページング間隔に
関しては１．０秒であり、２つの連続するページング間隔間のギャップは、繰り返しタイ
ミング構造の２回の異なる繰り返しにおけるページング間隔に関しては１．００５０秒で
あり、両方とも少なくとも１００ミリ秒である。ページングに関して割り振られた時間は
、ピア発見に関して割り振られた時間の６０倍であり、ピア発見に関して割り振られた時
間の少なくとも２倍である。
【００５３】
　図１５は、様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートし及びＯＦＤＭシ
グナリングを用いる無線通信デバイス、例えばモバイルノード等の無線端末、を動作させ
る典型的方法のフローチャートである。動作は、ステップ１５０２において開始し、ステ
ップ１５０２において、無線通信デバイスに電源が投入されて初期化され、ステップ１５
０４に進む。ステップ１５０４において、無線通信デバイスは、格納されたピア・ツー・
ピアタイミング構造情報にアクセスし、前記格納されたピア・ツー・ピアタイミング構造
情報は、異なる種類の時間間隔のパターンを定義し、前記異なる種類の時間間隔は、少な
くともピア発見時間間隔とトラフィック間隔とを含む。その他のタイプの間隔は、タイミ
ング同期化間隔及びページング間隔のうちの少なくとも１つを含む。動作は、ステップ１
５０４からステップ１５０６に進む。様々な典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造が図
１、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３及び１４において示され、これらの図に関
して説明される。
【００５４】
　ステップ１５０６において、無線通信デバイスは、現在の期間中に行われるべき動作を
決定する際に該アクセスされた格納されたピア・ツー・ピアタイミング構造情報を用いる
。
【００５５】
　様々な実施形態においては、異なる種類の時間間隔のパターンが経時で繰り返す。幾つ
かの該実施形態においては、パターンは、予め決められた周期性を有し、各期間は、少な
くとも１つのピア発見間隔と、少なくとも１つのトラフィック間隔と、を含む。幾つかの
該実施形態においては、各ピア発見間隔の継続時間は、１０ミリ秒未満である。幾つかの
該実施形態においては、ピア発見間隔継続時間は、２乃至３ミリ秒の近似範囲内である。
【００５６】
　様々な実施形態においては、トラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間
隔に割り振られた合計時間の少なくとも１００倍である。幾つかの実施形態においては、
各期間に含まれる複数のトラフィック間隔の各々は、該期間におけるピア発見間隔のうち
のいずれのピア発見間隔の継続時間よりも長い継続時間を有する。様々な実施形態におい
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ては、各期間は、ピア発見時間間隔の少なくとも１０倍の数のトラフィック時間間隔を含
む。
【００５７】
　トラフィック間隔及びピア発見間隔は、幾つかの実施形態においては、同じまたは実質
的に同じ継続時間を有し、ピア発見時間間隔よりも多い数のトラフィック時間間隔が存在
する。
【００５８】
　幾つかの実施形態においては、繰り返しパターンの２回の繰り返しを含む期間における
２つの連続するピア発見時間間隔は、少なくとも１秒のギャップだけ時間的に分離される
。
【００５９】
　様々な実施形態においては、各期間は、タイミング同期化間隔をさらに含む。タイミン
グ同期化間隔は、様々な実施形態においては、ピアデバイスから受信された信号から信号
タイミングデータを収集するために無線端末によって用いられる時間間隔であり、前記信
号タイミングデータは、無線端末のシンボルタイミングを調整する際に用いられる。
【００６０】
　様々な実施形態においては、各期間は、ページング間隔、例えば１０ミリ秒未満の継続
時間を有するページング間隔、を含む。幾つかの実施形態においては、ページング間隔は
、２乃至３ミリ秒の範囲内の近似の継続時間を有する。幾つかの実施形態においては、ト
ラフィック間隔に割り振られた合計時間は、ページング間隔に割り振られた合計時間の少
なくとも１０倍である。
【００６１】
　幾つかの実施形態は、繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにおいて単一のトラフ
ィック間隔を有し、その他の実施形態においては、繰り返しタイミング構造の１回の繰り
返しにおいて複数のトラフィック間隔が存在する。様々な実施形態においては、各期間に
含まれる複数のトラフィック間隔の各々は、該期間におけるページング間隔のうちのいず
れのページング間隔の継続時間よりも長い継続時間を有し、該期間は、繰り返しタイミン
グ構造の１回の繰り返しである。
【００６２】
　幾つかの実施形態においては、ページング間隔よりも多くのトラフィック間隔が存在し
、例えば、繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにおいてページング間隔数の少なく
とも１０倍のトラフィック時間数が存在する。幾つかの実施形態においては、ページング
間隔よりも多くのトラフィック間隔が存在し、トラフィック間隔及びページング間隔は、
同じ又は実質的に同じ継続時間を有する。
【００６３】
　２つの連続するページング間隔間のギャップは、様々な実施形態においては、少なくと
も１００ミリ秒だけ時間的に分離される。幾つかの実施形態においては、ページング間隔
に割り振られた合計時間量は、繰り返しタイミング構造の１回の繰り返しにおいてピア発
見間隔に割り振られた合計時間量の少なくとも２倍である。
【００６４】
　図１６は、様々な実施形態による典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造１６００の図
である。典型的ピア・ツー・ピアタイミング構造１６００は、タイミング構造繰り返し間
隔１６０８を有する。ピア・ツー・ピアタイミング構造の各繰り返しは、ピア発見間隔１
６０２と、ページング間隔１６０４と、トラフィック間隔１６０６と、を含む。
【００６５】
　図１７は、図１６の典型的トラフィック間隔１６０６に対応する典型的エアリンク資源
を示す。図１７００は、周波数を表す縦軸１７０２と、時間を表す横軸１７０４とを含み
、トラフィック間隔１６０６に対応する典型的トラフィック間隔エアリンク資源１７０６
を示す。トラフィック間隔エアリンク資源１７０６は、トラフィック制御構成要素資源１
７０８と、トラフィック構成要素資源１７１０と、を含む。トラフィック制御構成要素資
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源は、ユーザースケジューリングと、干渉管理と、レートスケジューリングとを含む動作
に関して用いられる。ユーザースケジューリング動作は、ユーザーデータの送信を要求す
ることと、ユーザーデータ送信要求に応じること、とを含む。干渉管理は、ＳＮＲ測定に
関して用いられる信号を通信することと、ＳＮＲ測定データを通信すること、とを含む。
レートスケジューリングは、ユーザートラフィックに対応するデータレート情報及び／又
は電力情報を通信することを含む。トラフィック構成要素資源は、ピア間でのユーザーデ
ータの通信、例えば音声、オーディオ、テキスト、ファイル、及び／又は画像データの通
信、に関して用いられる。
【００６６】
　代替として、トラフィック間隔エアリンク資源は、異なる形でパーティショニングする
ことができ、時々パーティショニングされる。典型的トラフィック間隔エアリンク資源１
７０６’は、１つの該代替実施形態を表す。この実施形態においては、トラフィック間隔
エアリンク資源は、複数の個別のトラフィック制御部分及びトラフィック部分（トラフィ
ック制御部分１　１７１２、トラフィック部分１　１７１４、トラフィック制御部分２　
１７１６、トラフィック部分２　１７１８、トラフィック制御部分３　１７２０、トラフ
ィック部分３　１７２２）を含む。トラフィック制御部分及びトラフィック部分は、トラ
フィック間隔エアリンク資源１７０６’においては時間的に交互する。典型的トラフィッ
ク間隔エアリンク資源１７０６”は、他の代替実施形態を表す。この実施形態においては
、トラフィック間隔エアリンク資源は、複数の個別のトラフィック制御部分及びトラフィ
ック部分（トラフィック制御部分１　１７２４、トラフィック部分１　１７２６、トラフ
ィック制御部分２　１７２８、トラフィック部分２　１７３０、トラフィック制御部分３
　１７３２、トラフィック部分３　１７３４）を含み、これらの部分の少なくとも一部は
、時間的に重なり合う。この例においては、トラフィック制御部分２　１７２８は、トラ
フィック部分１　１７２６と同時並行して生じ、トラフィック制御部分３　１７３２は、
トラフィック部分２　１７３０と同時並行して生じる。
【００６７】
　図１８は、様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア動作をサポートするモバイルノー
ド等の無線端末を動作させる典型的方法のピア・ツー・ピアタイミング構造１６００と、
典型的フローチャート１８００と、を含む。典型的方法の動作は、ステップ１８０２にお
いて開始し、ステップ１８０２において、無線端末に電源が投入されて初期化される。動
作は、開始ステップ１８０２からステップ１８０４に進む。ピア発見間隔１６０２中に行
われるステップ１８０４において、無線端末は、その存在をシグナリングするための信号
、例えばビーコン信号、を送信する。動作は、ステップ１８０４から、同じくピア発見間
隔１６０２中に行われるステップ１８０６に進み、無線端末は、ピアの有無を検出するた
めにモニタリングし、例えば、無線端末は、ピアと関連づけられたビーコン信号の有無を
検出するためにモニタリングする。幾つかの実施形態においては、ステップ１８０６は、
複数の異種のモニタリング部分を時々含み、ステップ１８０４の送信は、それらの異種の
モニタリング部分のうちの２つの間で行われる。幾つかの実施形態においては、無線端末
は、ピア発見間隔繰り返し中にステップ１８０４及びステップ１８０６のうちの１つを実
行する。
【００６８】
　動作は、ステップ１８０６からステップ１８０８に進む。ステップ１８０８において、
無線端末は、付近のピアのリストをステップ１８０６のモニタリングから入手された情報
の関数として更新する。動作は、ステップ１８０８からステップ１８１０及びステップ１
８１６に進む。
【００６９】
　ページング間隔１６０４中に実行されるステップ１８１０において、無線端末は、ステ
ップ１８０８のリスト上のピアからのページの有無をモニタリングする。次に、ステップ
１８１２において、無線端末は、受信されたページングメッセージを処理し、無線端末に
ページを向けているリスト上のピアを識別する。動作は、無線端末に向けられたページが
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検出されている場合はステップ１８１２からステップ１８１４に進む。その他の場合は、
動作は、ステップ１８２２及び１８２８に進む。ステップ１８１４において、無線端末は
、無線端末と無線端末にページを向けていたピアの対に関する接続識別子を決定する。動
作は、ステップ１８１４からステップ１８２２及び１８２８に進む。
【００７０】
　ステップ１８１６に戻り、ステップ１８１６が、無線端末がページを送ることを望むス
テップ１８０８のリスト上のピアに関して実行される。ステップ１８１６において、無線
端末は、リスト上のピアへのページメッセージを生成する。動作は、ステップ１８１６か
らステップ１８１８に進む。ページング間隔１６０４中に実行されるステップ１８１８に
おいて、無線端末は、ステップ１８１６の生成されたページメッセージを送信する。次に
、ステップ１８２０において、無線端末は、無線端末と生成されたページが向けられるピ
アの対に関する接続識別子を決定する。動作は、ステップ１８２０からステップ１８２２
及び１８２８に進む。
【００７１】
　ステップ１８２２において、無線端末は、トラフィック要求の有無に関して、決定され
た接続識別子又は決定された接続識別子（複数）と関連づけられたトラフィック制御資源
をモニタリングする。要求が受信された場合は、動作は、ステップ１８２２からステップ
１８２４に進み、ステップ１８２４において、無線端末は、ピア要求に応答し、例えば要
求を許可する。動作は、許可決定に応じて、ステップ１８２４からステップ１８２６に進
む。ステップ１８２６において、無線端末は、トラフィックデータ資源を用いて要求を送
信したピアノードからのトラフィックユーザーデータを受信する。
【００７２】
　ステップ１８２８に戻り、ステップ１８２８は、無線端末が、無線端末が接続を有する
ピアにユーザーデータを通信したい場合に実行される。ステップ１８２８において、無線
端末は、決定された接続識別子と関連づけられたトラフィック制御資源を用いて、トラフ
ィック要求を送信する。動作は、ステップ１８２８からステップ１８３０に進む。ステッ
プ１８３０において、無線端末は、要求に対する応答、例えば許可、をピアから受信する
。動作は、受信された許可に応じて、ステップ１８３０からステップ１８３２に進む。ス
テップ１８３２において、無線端末は、トラフィックデータ資源を用いて、要求を送信し
ているピアノードにトラフィックユーザーデータを送信する。トラフィック間隔１６０６
中にはステップ１８２２、１８２４、１８２６、１８２８、１８３０、及び１８３２が実
行される。
【００７３】
　図１９は、様々な実施形態によるピア発見動作及びページング動作の関数としての無線
端末によるモニタリングの向上を示した図１９００である。ブロック１９０２は、ピア・
ツー・ピア通信システムにはＮの無線端末、例えば、電源を投入することが可能であり、
同じ現地付近に存在し及びピア・ツー・ピア通信システムプロトコルに従ってピア・ツー
・ピア通信をサポートするために実装されるＮの無線端末、が存在することを示す。Ｎの
無線端末は、幾つかの実施形態においては、登録していてサービスプロバイダのピア・ツ
ー・ピア通信ネットワークに参加することができる装備が整っている無線端末の総数を表
す。
【００７４】
　ブロック１９０４において、ＷＴ１ピア発見動作は、現地付近のピアを識別し、その結
果付近のＮＩのリストが生成され、ここで、ＮＩ≦Ｎであり、典型的にはＮＩ＜＜Ｎであ
る。ブロック１９０６において、ＷＴ１ページング動作は、Ｋのアクティブ接続ピアを識
別し、この結果、接続識別子のリストが生成され、ここで、Ｋ≦ＮＩであり、典型的には
Ｋ＜＜ＮＩである。
【００７５】
　図２０は、図１９に対応する例を示しさらに無線端末が使用すべきトラフィック制御資
源の一部又は一部（複数）を接続識別子リストの関数として決定することを示す図である
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。この例においては、ピア・ツー・ピア通信システムには５００の典型的無線端末が存在
する、例えばＮ＝５００、であると仮定する。無線端末１のピア発見動作の一部として、
ＷＴ１は、現地付近には８つのピア無線端末（識別子３、７、２３、１５６、１９６、２
００、４５６及び４９９に対応するＷＴ）が存在することを識別するピア発見リスト２０
０２を形成する。この例においては、Ｎ１＝８である。
【００７６】
　ＷＴ１のページング動作の一部として、ＷＴ１は、アクティブ接続リスト２００４を形
成する。アクティブ接続リスト２００４は、ＷＴ１がページを受信している相手である無
線端末及びＷＴ１がページを送信している先である無線端末を識別する第１の列２００６
を含む。この例においては、Ｋのアクティブ接続ピア数＝２であり、これらは、識別子７
及び４９９に対応する無線端末である。アクティブ接続リスト２００４は、アクティブ接
続識別子を記載した第２の列２００８も含む。アクティブ接続識別子は、ＷＴ１／ＷＴ７
の対に対応する識別子と、ＷＴ１及びＷＴ４９９の対に対応する識別子と、を含む。
【００７７】
　図２０１０は、縦軸２０１２における周波数及び横軸２０１４における時間の作図を含
み、典型的ＯＦＤＭトラフィック制御資源２０１６を示すために用いられる。矢印２０１
８は、ＷＴ１／７の対に関する識別子が資源２０２０にマッピングすることを示す。矢印
２０２２は、ＷＴ１／４９９の対に関する識別子が資源２０２４にマッピングすることを
示す。小さい四角形によって表される各エアリンク資源ユニット、例えばエアリンク資源
２０２０、は、例えば一組のＯＦＤＭトーン－シンボルであり、１つのＯＦＤＭトーン－
シンボルは、１つのＯＦＤＭシンボル送信期間の継続時間に関する１つのＯＦＤＭトーン
である。様々な実施形態においては、ＷＴ１は、トラフィック制御エアリンク資源をアク
ティブ接続リストの関数として選択的にモニタリングする。例えば、トラフィック制御資
源２０１６のエアリンク資源ユニットがトラフィック要求に関して用いられることを検討
すること。ただし、この時点におけるこの実施形態においては、ＷＴ１は、ＷＴ１へのト
ラフィックの送信を要求しているピアの有無を検出すめたに資源ユニット２０２０及び２
０２４をモニタリングするだけでよい。モニタリングして処理すべきトラフィック制御資
源をこのように絞り込むことは、誤った警報数及び不適切な応答シグナリング数を減らす
ことができるという点で有利である。
【００７８】
　図２１は、ＣＤＭＡシグナリングを用いる典型的実施形態に関する図２０の代替図であ
る。典型的ＷＴ１ピア発見リスト２００２及び典型的ＷＴ１アクティブ接続リスト２００
４は、図２０に関して既に説明済みである。製図２１１０は、縦軸２１１２における周波
数及び横軸２１１４における時間の作図を含み、典型的ＣＤＭＡトラフィック制御資源２
１１６を示すために用いられる。この例においては、資源２１１６は、６４の異なるＰＮ
符号に対応する。矢印２１１８は、ＷＴ１／７の対に関する識別子がＰＮ符号Ａにマッピ
ングすることを示す。矢印２１２０は、ＷＴ１／４９９の対に関する識別子がＰＮ符号Ｄ
にマッピングすることを示す。この例においては、ＷＴ１は、エアリンク資源２１１６内
の６４の異なるＰＮ符号のうちの２つ（ＰＮ符号Ａ及びＰＮ符号Ｄ）の有無のみをモニタ
リングするだけでよい。
【００７９】
　図２２は、アクティブ接続対と関連づけられたＯＦＤＭエアリンクトラフィック制御資
源の位置が複数のトラフィック制御部分に関して固定されている実施形態を示す図２０の
典型的実施形態における変形である。複数のトラフィック制御部分は、幾つかの実施形態
においては、同じトラフィック間隔内に含められる。幾つかの実施形態においては、複数
の制御部分は、アクティブ接続がそのままの状態である異なる、例えば連続する、トラフ
ィック制御間隔内に含められる。アクティブテーブル接続リスト２００４は、既に図２０
に関して説明されている。
【００８０】
　製図２２００は、縦軸２２０２における周波数及び横軸２２０４における時間の作図を
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含み、典型的ＯＦＤＭトラフィック制御資源（ＯＦＤＭトラフィック制御資源１　２２０
６、ＯＦＤＭトラフィック制御資源２　２２１６）を示すために用いられる。矢印２２０
８は、ＷＴ１／７の対に関する識別子がトラフィック制御資源１　２２０６における資源
ユニット２２１０にマッピングすることを示し、矢印２２１８は、ＷＴ１／７の対に関す
る識別子がトラフィック制御資源２　２２１６における資源ユニット２２２０にマッピン
グすることを示す。矢印２２１２は、ＷＴ１／４９９の対に関する識別子がトラフィック
制御資源１　２２０６における資源ユニット２２１４にマッピングすることを示し、矢印
２２２２は、ＷＴ１／４９９の対に関する識別子がトラフィック制御資源２　２２１６に
おける資源ユニット２２２４にマッピングすることを示す。
【００８１】
　エアリンク資源ユニット２２１０及びエアリンク資源ユニット２２２０は、トラフィッ
ク制御資源１　２２０６及びトラフィック制御資源２　２２１６においてそれぞれ同じ相
対的位置を占めるのを観察することができる。同様に、エアリンク資源ユニット２２１４
及びエアリンク資源ユニット２２２４は、トラフィック制御資源１　２２０６及びトラフ
ィック制御資源２　２２１６においてそれぞれ同じ相対的位置を占める。
【００８２】
　図２３は、アクティブ接続対と関連づけられたＯＦＤＭエアリンクトラフィック制御資
源の位置が複数のトラフィック制御部分に関して変動する実施形態を示す図２０の典型的
実施形態の変形である。複数のトラフィック制御部分は、幾つかの実施形態においては、
同じトラフィック間隔内に含められる。幾つかの実施形態においては、複数の制御部分は
、アクティブ接続がそのままの状態である異なる、例えば連続する、トラフィック制御間
隔内に含められる。アクティブテーブル接続リスト２００４は、既に図２０に関して説明
されている。
【００８３】
　製図２３００は、縦軸２３０２における周波数及び横軸２３０４における時間の作図を
含み、典型的ＯＦＤＭトラフィック制御資源（ＯＦＤＭトラフィック制御資源１　２３０
６、ＯＦＤＭトラフィック制御資源２　２３１６）を示すために用いられる。矢印２３０
８は、ＷＴ１／７の対に関する識別子がトラフィック制御資源１　２３０６における資源
ユニット２３１０にマッピングすることを示し、矢印２３１８は、ＷＴ１／７の対に関す
る識別子がトラフィック制御資源２　２３１６における資源ユニット２３２０にマッピン
グすることを示す。矢印２３１２は、ＷＴ１／４９９の対に関する識別子がトラフィック
制御資源１　２３０６における資源ユニット２３１４にマッピングすることを示し、矢印
２３２２は、ＷＴ１／４９９の対に関する識別子がトラフィック制御資源２　２３１６に
おける資源ユニット２３２４にマッピングすることを示す。
【００８４】
　エアリンク資源ユニット２３１０及びエアリンク資源ユニット２３２０は、トラフィッ
ク制御資源１　２３０６及びトラフィック制御資源２　２３１６においてそれぞれ異なる
相対的位置を占めるのを観察することができる。同様に、エアリンク資源ユニット２３１
４は及びエアリンク資源ユニット２３２４は、トラフィック制御資源１　２３０６及びト
ラフィック制御資源２　２３１６においてそれぞれ異なる相対的位置を占める。
【００８５】
　図２２及び図２３におけるアクティブ接続対に対応する資源ユニット、例えば資源ユニ
ット２２１０、は、時間及び周波数に関して隣接するユニットとして示されるが、幾つか
の実施形態においては、資源２２１０等の資源ユニットは、複数の構成要素を備え、これ
らの構成要素の一部は、切り離す、例えば分散することができる一組のＯＦＤＭトーン－
シンボル、であることができ、時々切り離す、例えば分散することができる一組のＯＦＤ
Ｍトーン－シンボルである。
【００８６】
　幾つかの実施形態においては、アクティブ接続識別子は、例えばトラフィック制御資源
内の特定のユニットと関連づけられた、明示で定義された値である。幾つかの実施形態に



(25) JP 5425768 B2 2014.2.26

10

20

30

40

50

おいては、アクティブ接続識別子は、暗黙に搬送され、例えば、識別情報がエアリンク資
源の特定のユニットにマッピングする。幾つかの実施形態においては、アクティブ接続識
別子は、時間情報にかかわらず、特定の無線端末識別子に関して固定される。その他の実
施形態においては、アクティブ接続識別子は、同じ対の無線端末に関して変化することが
でき、例えば、アクティブ接続識別子は、両方のピアに知られている情報、例えば共通の
時間基準、ページングにおいて通信される値、等から導き出される。
【００８７】
　図２４は、様々な実施形態による第１の通信デバイスを動作させる典型的方法のフロー
チャート２４００である。例えば、第１の通信デバイスは、ＯＦＤＭシグナリングを用い
てピア・ツー・ピア通信をサポートするモバイルノード等の無線端末である。他の例とし
て、第１の通信デバイスは、ＣＤＭＡシグナリングを用いてピア・ツー・ピア通信をサポ
ートするモバイルノード等の無線端末である。
【００８８】
　動作は、ステップ２４０２において開始し、ステップ２４０２において、第１の通信デ
バイスに電源が投入されて初期化され、ステップ２４０４に進む。ステップ２４０４にお
いて、第１の通信デバイスは、トラフィック間隔に先行するページング間隔中に、動作を
行う。ステップ２４０４は、サブステップ２４０６を含み、サブステップ２４０８を時々
含む。サブステップ２４０６において、第１の通信デバイスは、ページング信号の有無を
モニタリングする。サブステップ２４０８において、第１の通信デバイスは、第２の接続
識別子を有する第２の通信デバイスにページを送信する。動作は、ステップ２４０４から
ステップ２４１０に進む。
【００８９】
　ステップ２４１０において、第１の通信デバイスは、該第１の通信デバイスが少なくと
も１つのページング信号を受信又は送信している相手である通信デバイスに対応するアク
ティブ接続識別子のリストを維持する。ステップ２４１０は、サブステップ２４１２、２
４１４、２４１６、２４１８、２４２０、２４２２及び２４２４を含む。サブステップ２
４１２において、第１の通信デバイスは、第１の通信デバイスへのページングメッセージ
又はページングメッセージ（複数）が受信されたかを検査する。サブステップ２４１２に
おいて、第１の通信デバイスに向けられたページが受信されたと決定された場合は、動作
は、サブステップ２４１２からサブステップ２４１８に進み、その他の場合は、ステップ
２４１８が迂回され、動作は、接続ノードＡ　２４２６に進む。サブステップ２４１８に
おいて、第１の無線通信デバイスは、アクティブ接続識別子の該リストが第１の無線通信
デバイスに向けられたページングメッセージが受信されたときの相手である無線通信デバ
イスに対応する接続識別子を含むように該リストを更新する。
【００９０】
　サブステップ２４１４において、第１の通信デバイスは、第１の通信デバイスによって
ページが送信されたかどうかを決定し、ページが送信された場合は、動作はサブステップ
２４１４からサブステップ２４２０に進む。その他の場合は、ステップ２４２０は迂回さ
れ、動作は接続ノードＡ　２４２６に進む。サブステップ２４２０においては、第１の通
信デバイスは、該第２の接続識別子を含めるためにアクティブ接続識別子の該リストを更
新する。
【００９１】
　サブステップ２４１６において。第１の通信デバイスは、アクティブ接続がもはや有効
でないかどうかを決定する。幾つかの実施形態においては、アクティブ接続がもはや有効
でないかどうかを決定することは、該アクティブ接続識別子が同じく対応する通信デバイ
スに対応する接続終了信号を処理することを含む。幾つかの実施形態においては、アクテ
ィブ接続がもはや有効でないかどうかを決定することは、時間切れトリガーの時間切れを
検出することを含み、該時間切れトリガーは、該アクティブ接続識別子に対応する通信デ
バイスに送信された又は該アクティブ接続識別子に対応する該通信デバイスから受信され
た信号の関数である。動作は、ステップ２４１６からステップ２４２２に進む。ステップ
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２４２２において、第１の通信デバイスは、ステップ２４１６の決定がアクティブ接続は
もはや有効でないことを示すかどうかを検査し、接続がもはや有効でない場合は、動作は
ステップ２４２２からステップ２４２４に進む。その他の場合は、ステップ２４２２は迂
回され、動作は接続ノードＡ　２４２６に進む。ステップ２４２４において、第１の通信
デバイスは、もはや有効でないと決定されたアクティブ接続識別子をアクティブ接続識別
子のリストから削除する。動作は、ステップ２４１０から接続ノードＡ　２４２６を介し
てステップ２４２８及び２４３０に進む。
【００９２】
　ステップ２４２８において、第１の通信デバイスは、モニタリングされるべきトラフィ
ック制御資源の一部を該アクティブ接続識別子リストに含まれる接続識別子の関数として
決定する。幾つかの実施形態においては、モニタリングされるべきトラフィック制御資源
の一部を決定することは、該トラフィック間隔の時間インデックスの関数でもある。
【００９３】
　動作は、ステップ２４２８からステップ２４３２に進む。ステップ２４３２において、
第１の通信デバイスは、該アクティブ接続識別子リストに含まれる少なくとも１つの接続
識別子に対応するトラフィック要求信号の有無に関してトラフィック間隔中にトラフィッ
ク制御資源をモニタリングする。様々な実施形態においては、トラフィック制御資源は、
複数の資源ユニット部分組を含み、トラフィック制御資源をモニタリングすることは、資
源ユニット部分組の完全な組の資源ユニット部分組数よりも少ない数の資源ユニット部分
組をモニタリングすることを含む。幾つかの実施形態においては、トラフィック制御資源
をモニタリングすることは、該トラフィック制御資源における予め決められた波形の存在
を検出するためにモニタリングすることを含む。幾つかの実施形態においては、予め決め
られた波形は、ＯＦＤＭ波形である。幾つかの実施形態においては、予め決められた波形
は、ＰＮ系列波形である。様々な実施形態においては、予め決められた波形は、該アクテ
ィブ接続識別子リストに含まれる少なくとも１つの接続識別子の関数である。
【００９４】
　動作は、ステップ２４３２からステップ２４３４に進む。ステップ２４３４において、
第１の通信デバイスは、トラフィック要求信号が受信されたかどうかを決定する。トラフ
ィック要求信号が受信された場合は、動作は、ステップ２４３４からステップ２４３６に
進む。その他の場合は、ステップ２４３６は迂回されて、動作は接続ノードＢ２４４２に
進む。ステップ２４３６において、第１の通信デバイスは、受信されたトラフィック要求
信号に対応するアクティブ接続識別子を有する通信デバイスからトラフィックデータ資源
においてデータを受信する。
【００９５】
　ステップ２４３０に戻り、ステップ２４３０において、第１の通信デバイスは、第２の
通信デバイスに通信、例えば送信、されるべきデータが存在するかどうかを決定する。第
２の通信デバイスに通信されるべきデータが存在する場合は、動作はステップ２４３０か
らステップ２４３８に進み、その他の場合は、ステップ２４３８及び２４４０は迂回され
、動作は接続ノードＢ２４４２に進む。ステップ２４３８において、第１の通信デバイス
は、第２の通信デバイスへの該ページの送信に後続して第２の通信デバイスにトラフィッ
ク要求を送信する。動作はステップ２４３８からステップ２４４０に進み、ステップ２４
４０において、第１の通信デバイスは、トラフィックデータ資源を用いて第２の通信デバ
イスにトラフィックデータを送信する。
【００９６】
　動作は、ステップ２４３６及びステップ２４４０から接続ノードＢ　２４４２に進む。
接続ノードＢ　２４４２から、動作はステップ２４０４に戻り、ステップ２４０４におい
て、他のページング間隔中に動作が行われる。
【００９７】
　図２５は、様々な実施形態による、第２の通信デバイスと第３の通信デバイスとを含む
複数のピア無線通信デバイスとの通信をサポートするために第１の通信デバイスを動作さ
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せる典型的方法のフローチャート２５００である。典型的な第１、第２、及び第３の通信
デバイスは、例えば、ピア・ツー・ピア通信をサポートするモバイルノード等の無線端末
である。幾つかの実施形態においては、これらの通信デバイスは、ピア・ツー・ピア通信
に関してＯＦＤＭシグナリングを用いる。幾つかの実施形態においては、これらの通信デ
バイスは、ピア・ツー・ピア通信に関してＣＤＭＡシグナリングを用いる。
【００９８】
　典型的方法は、ステップ２５０２において開始し、ステップ２５０２において、第１の
通信デバイスに電源が投入されて初期化され、開始ステップ２５０２からステップ２５０
４に進む。ステップ２５０４において、第１の通信デバイスは、送信シンボルタイミング
を決定するために第４のデバイスから受信された基準信号に基づいて送信タイミング同期
化動作を行う。幾つかの実施形態においては、第４のデバイスは、基地局、ユーザーデー
タを送信しないビーコン信号送信機、及び衛星のうちの１つである。様々な実施形態にお
いては、送信タイミングは、該第２及び第３の通信デバイスから受信された信号に基づい
て調整されない。
【００９９】
　動作は、ステップ２５０４からステップ２５０６に進む。ステップ２５０６において、
第１の通信デバイスは、第２の通信デバイスから信号を受信する。幾つかの実施形態にお
いては、第２の通信デバイスからの受信された信号は、第２の通信デバイスから第１の通
信デバイスに送信されたトラフィック信号及び第２の通信デバイスから他の通信デバイに
送信されたトラフィック信号のうちの１つである。幾つかの実施形態においては、第２の
通信デバイスからの受信された信号は、少なくとも幾つかの予め決められた既知の変調シ
ンボルと少なくとも幾つかの意図的ヌルとを含む広帯域タイミング同期化信号である。
【０１００】
　動作は、ステップ２５０６からステップ２５０８に進む。ステップ２５０８において、
第１の通信デバイスは、第２の通信デバイスからの該受信された信号から第１の受信タイ
ミング調整情報を生成し、該受信タイミング調整情報は、第２の通信デバイスとの通信時
に該決定された送信シンボルタイミングに関して受信シンボルタイミングを調整するため
の情報である。次に、ステップ２５１０において、第１の通信デバイスは、該第１の受信
タイミング調整情報を格納する。動作は、ステップ２５１０からステップ２５１２に進む
。
【０１０１】
　ステップ２５１２において、第１の通信デバイスは、第３の通信デバイスから信号を受
信する。幾つかの実施形態においては、第３の通信デバイスからの受信された信号は、第
３の通信デバイスから第１の通信デバイスに送信されたトラフィック信号及び第３の通信
デバイスから他の通信デバイスに送信されたトラフィック信号のうちの１つである。幾つ
かの実施形態においては、第３の通信デバイスからの受信された信号は、少なくとも幾つ
かの予め決められた既知の変調シンボルと少なくとも幾つか意図的ヌルとを含む広帯域タ
イミング同期化信号である。
【０１０２】
　動作は、ステップ２５１２かステップ２５１４に進む。ステップ２５１４において、第
１の通信デバイスは、第３の通信デバイスからの該受信された信号からの第２の受信タイ
ミング調整情報を生成し、該受信タイミング調整情報は、第３の通信デバイスとの通信時
に該決定された送信シンボルタイミングに関して受信シンボルタイミングを調整するため
の情報である。次に、ステップ２５１６において、第１の通信デバイスは、該第２の受信
タイミング調整情報を格納する。動作は、ステップ２５１６からステップ２５１８に進む
。ステップ２５１８において、第１の通信デバイスは、該決定された送信シンボルタイミ
ングを用いて第２及び第３の通信デバイスに送信する。動作は、ステップ　２５１８から
ステップ２５２０に進む。
【０１０３】
　ステップ２５２０において、第１の通信デバイスは、該第１及び第２の通信デバイスの
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うちの１つから追加の信号を受信し及び処理する。ステップ２５２０は、サブステップ２
５２２と、２５２４と、２５２６と、２５２８と、２５３０と、を含む。サブステップ２
５２２において、第１の通信デバイスは、追加信号が第２又は第３の通信デバイスからの
信号であるかどうかを決定する。追加信号が第２の通信デバイスからの信号である場合は
、動作はサブステップ２５２４に進む。しかしながら、追加信号が第３の通信デバイスか
らの信号である場合は、動作はステップ２５２８に進む。ステップ２５２４において、第
１の通信デバイスは、格納された第１の受信タイミング調整情報を取り出す。動作は、サ
ブステップ２５２４からサブステップ２５２６に進む。サブステップ２５２６において、
第１の通信デバイスは、追加信号を受信及び／又は処理する際に該取り出された第１の受
信タイミング調整情報を用いる。
【０１０４】
　ステップ２５２８に戻り、ステップ２５２８において、第１の通信デバイスは、格納さ
れた第２の受信タイミング調整情報を取り出す。動作は、サブステップ２５２８からサブ
ステップ２５３０に進む。サブステップ２５３０において、第１の通信デバイスは、追加
信号を受信及び／又は処理する際に該取り出された第２の受信タイミング調整情報を用い
る。
【０１０５】
　図２６は、様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的無線通信
システム２６００の図である。典型的無線通信システム２６００は、ピア・ツー・ピア通
信シグナリング接続を用いて互いに通信することができそして時々通信する複数のモバイ
ルノード（ＭＮ１　２６０２、ＭＮ２　２６０４、ＭＮ３　２６０６）を含む。典型的シ
ステム２６００は、第４のノード２６０８、例えば固定位置ビーコン送信機、も含む。第
４の通信デバイス２６０８は、粗レベルの同期化を達成させるために及び送信時間同期化
動作を行う際にモバイルデバイスによって用いられる基準信号２６１０を送信する。モバ
イルノード、例えばＭＮ１　２６０２、は、図２５のフローチャート２５００の方法を実
装する。矢印２６１６は、ＭＮ１　２６０２及びＭＮ２　２６０４がピア・ツー・ピア通
信接続を有することを示し、矢印２６１４は、ＭＮ１　２６０２及びＭＮ３　２６０６が
ピア・ツー・ピア通信接続を有することを示す。
【０１０６】
　ＭＮ１　２６０２は、ひとつにまとめて結合されてデータ及び情報を相互に交換する受
信機と、送信機と、プロセッサと、メモリ２６１８と、を含む。メモリ２６１８は、ルー
チンと、データ／情報と、を含む。プロセッサ、例えばＣＰＵ、は、ＭＮ１　２６０２の
動作を制御し及び方法を実装するためにメモリ２６１８内のルーチンを実行し及びデータ
／情報を用いる。メモリ２６１８は、送信タイミング同期化モジュール２６２０と、受信
タイミング調整決定モジュール２６２２と、受信及び処理モジュール２６２６と、を含む
。受信及び処理モジュール２６２６は、選択モジュール２６２８を含む。メモリ２６１８
は、ＭＮ２に対応する格納された第１の受信タイミング調整情報２６３０と、ＭＮ３に対
応する格納された第２の受信タイミング調整情報２６３２と、も含む。この例においては
、格納された第２の受信タイミング調整情報２６３２の規模は、この時点では、例えばＭ
Ｎの位置の関数としては、格納された第１の受信タイミング調整情報の規模よりも大きい
。
【０１０７】
　送信タイミング同期化モジュール２６２０は、ＭＮ１によって用いられる送信シンボル
タイミングを決定するために第４のノード２６０８から受信された基準信号２６１０に基
づいて送信時間同期化動作を行う。受信タイミング調整決定モジュール２６２２は、異な
るピアＭＮに対応するＭＮ１によって用いられる受信タイミング情報を決定する。ＭＮ２
　２６０４に対応する格納された第１の受信タイミング調整情報２６３０及びＭＮ３　２
６０６に対応する格納された第２の受信タイミング調整情報２６３２は、モジュール２６
２２の出力である。受信及び処理モジュール２６２６は、その他のＭＮ、例えばＭＮ２及
びＭＮ３、からのピア・ツー・ピア通信信号を受信及び処理する。受信及び処理動作の一
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部として、格納されたタイミング調整情報がモジュール２６２６によって取り出されて使
用される。選択モジュール２６２８は、信号のソースを一致させるために用いる適切な格
納されたタイミング調整情報、例えば情報２６３０及び情報２６３２のうちの１つ、を選
択する。
【０１０８】
　図２７は、様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバ
イス２７００、例えばモバイルノード、の図である。典型的通信デバイス２７００は、様
々な要素がデータ及び情報を交換するためのバス２７１２を介してまとめて結合された無
線受信機モジュール２７０２と、無線送信機モジュール２７０４と、プロセッサ２７０６
と、ユーザーＩ／Ｏデバイス２７０８と、クロックモジュール２７０９と、メモリ２７１
０と、を含む。メモリ２７１０は、ルーチン２７１４と、データ／情報２７１６と、を含
む。プロセッサ２７０６、例えばＣＰＵ、は、通信デバイス２７００の動作を制御し及び
方法、例えば図３のフローチャート３００の方法、を実装するためにメモリ２７１０内の
ルーチン２７１４を実行し及びデータ／情報２７１６を用いる。
【０１０９】
　無線受信機モジュール２７０２、例えば、ＯＦＤＭ受信機、は、受信アンテナ２８０３
に結合され、通信デバイス２７００は、受信アンテナ２７０３を介して信号を受信する。
受信された信号は、例えばタイミング基準点を決定するために用いられるブロードキャス
ト信号と、ピアの存在を識別する信号と、ピア又はピア（複数）に関するタイミング同期
化動作を行うために用いられる信号と、ピアからのトラフィック信号と、及び／又はピア
からのページング信号と、を含む。
【０１１０】
　無線送信機モジュール２７０４、例えばＯＦＤＭ送信機、は、送信アンテナ２７０５に
結合され、通信デバイス２７００は、送信アンテナ２７０５を介してピアに信号を送信す
る。幾つかの実施形態においては、送信機及び受信機に関して同じアンテナが用いられる
。送信された信号は、例えば通信デバイス２７００の存在を知らせる信号と、ピアとのタ
イミング同期化のために用いられる信号と、ピアをページングするために用いられる信号
と、及び／又はピアに向けられたトラフィック信号と、を含む。
【０１１１】
　ユーザーＩ／Ｏデバイス２７０８は、例えば、マイク、キーボード、キーパッド、スイ
ッチ、カメラ、スピーカー、ディスプレイ、等を含む。ユーザーＩ／Ｏデバイス２７０８
は、ユーザーがデータ／情報を入力すること、出力データ／情報にアクセスすること、及
び通信デバイスの少なくとも一部の機能、例えば、特定のピアノードへのページの送信の
開始、ピアノードとの通信セッションの開始、ピアノードとの通信セッションの終了、等
、を制御することを可能にする。
【０１１２】
　例えば通信デバイス２７００は繰り返しタイミング構造を通じて動作されるため、クロ
ックモジュール２７０９、例えば発振器チップを含むモジュール、が、通信デバイス２７
００の現在の内部タイミングを維持する際に用いられる。
【０１１３】
　ルーチン２７１４は、タイミング基準点決定モジュール２７１８と、間隔決定モジュー
ル２７２０と、ページングモジュール２７２２と、ピア・ツー・ピアタイミング同期化モ
ジュール２７２４と、ピア発見モジュール２７２６と、トラフィックモジュール２７２８
と、を含む。データ／情報２７１６は、格納されたタイミング構造情報２７２８と、決定
された時間基準点２７３０と、を含む。格納されたタイミング構造情報２７２８は、ピア
発見時間間隔情報２７３２と、トラフィック間隔情報２７３４と、ページング間隔情報２
７３６と、を含む。
【０１１４】
　タイミング基準点決定モジュール２７１８は、時間基準点を決定する。例えば、ピア・
ツー・ピア通信ネットワークは、幾つかの実施形態においては、繰り返しタイミング構造
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に従い、繰り返しタイミング構造は、外部信号、例えば、衛星からのブロードキャスト信
号、セルラーネットワーク内の基地局からのブロードキャスト信号、又はユーザーデータ
を通信しないビーコン送信機からの信号を基準とする。パワーアップ時の通信デバイス２
７００は、ピア・ツー・ピアネットワークによって使用中の繰り返しタイミング構造内に
おける現在位置を知らないことがある。タイミング基準点決定モジュール２７１８は、繰
り返しピア・ツー・ピアタイミング構造に関して粗レベルの同期化を行う。決定された時
間基準点２７３０は、タイミング基準点決定モジュール２７１８の出力である。
【０１１５】
　この実施形態においては、ピア・ツー・ピアネットワークによって用いられる繰り返し
タイミング構造は、様々な予め定義された間隔、例えば、ピア発見時間間隔、トラフィッ
ク間隔及びページング間隔、を含む。間隔決定モジュール２７２０は、ある時点、例えば
現在の時間、に対応する特定の種類の間隔を決定するために格納されたタイミング構造情
報２７２８及び決定された時間基準点２７３０を用いる。間隔決定モジュール２７２０の
結果に基づいて、動作は、様々なその他のモジュール、例えば、ピア発見モジュール２７
２６、ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール２７２４、ページングモジュール２
７２２、及びトラフィックモジュール２７２８、に転送される。
【０１１６】
　ピア発見モジュール２７２６は、ピア発見間隔中にピア発見動作、例えば付近における
ビアノードを識別するビーコン信号の検出、を行う。ピア・ツー・ピアタイミング同期化
モジュール２７２４は、ピア・ツー・ピアタイミング同期化間隔中にタイミング同期化を
行う。幾つかの実施形態においては、ピア・ツー・ピアタイミング同期化間隔は、ピア発
見時間間隔の一部として含められる。タイミング基準点決定モジュール２７１８は、繰り
返しピア・ツー・ピアタイミング構造に関して粗レベルのタイミング同期化を達成させる
ために用いられ、ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール２７２４は、ピアノード
間においてより精細なレベルの同期化を提供するために用いられる。
【０１１７】
　ページングモジュール２７２２は、ページング間隔中にページング動作、例えば通信デ
バイス２７００がピアによってページング中であることを識別する信号の処理及び／又は
通信デバイス２７００がピアノードをページング中であることを示すためにピアノードに
向けられたページ信号の生成、を行う。トラフィックモジュール２７２８は、トラフィッ
ク間隔中にトラフィック動作、例えば、ユーザーデータ、例えば音声、画像、テキスト、
ファイルデータ、等をピアに通信するトラフィック信号の生成及び／又はピアからのユー
ザーデータを通信する受信された信号の処理、を行う。
【０１１８】
　様々なモジュール（２７２２、２７２４、２７２６、２７２８）も無線受信機モジュー
ル２７０２及び無線送信機モジュール２７０４内における動作を制御する。
【０１１９】
　様々な実施形態においては、格納されたタイミング構造情報２７２８は、タイミング構
造情報が格納される少なくとも１つの期間中にピア発見時間間隔とピア発見時間間隔との
間において複数のページング間隔が生じることを示す。幾つかの実施形態においては、ト
ラフィック間隔は、前記格納されたタイミング構造情報によって定義された通信タイミン
グ構造の１回の繰り返し中にページング時間間隔及びピア発見時間間隔の組み合わせによ
って占められる時間よりも長い時間を占める。
【０１２０】
　図２８は、様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバ
イス２８００、例えばモバイルノード、の図である。典型的通信デバイス２８００は、様
々な要素がデータ及び情報を交換するためのバス２８１２を介してまとめて結合された無
線受信機モジュール２８０２と、無線送信機モジュール２８０４と、プロセッサ２８０６
と、ユーザーＩ／Ｏデバイス２８０８と、クロックモジュール２８０９と、メモリ２８１
０と、を含む。メモリ２８１０は、ルーチン２８１４と、データ／情報２８１６と、を含
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む。プロセッサ２８０６、例えばＣＰＵ、は、通信デバイス２８００の動作を制御し及び
方法、例えば図４のフローチャート４００の方法、を実装するためにメモリ２８１０内の
ルーチン２８１４を実行し及びデータ／情報２８１６を用いる。
【０１２１】
　無線受信機モジュール２８０２、例えば、ＯＦＤＭ受信機、は、受信アンテナ２８０３
に結合され、通信デバイス２７００は、受信アンテナ２７０３を介してピアに信号を受信
する。受信された信号は、例えばタイミング基準点を決定するために用いられるブロード
キャスト信号と、ピアの存在を識別する信号と、ピア又はピア（複数）に関するタイミン
グ同期化動作を行うために用いられる信号と、ピアからのトラフィック信号と、及び／又
はピアからのページング信号と、を含む。
【０１２２】
　無線送信機モジュール２８０４、例えばＯＦＤＭ送信機、は、送信アンテナ２８０５に
結合され、通信デバイス２８００は、送信アンテナ２８０５を介して信号を送信する。幾
つかの実施形態においては、送信機及び受信機に関して同じアンテナが用いられる。送信
された信号は、例えば通信デバイス２８００の存在を知らせる信号と、ピアとのタイミン
グ同期化のために用いられる信号と、ピアをページングするために用いられる信号と、及
び／又はピアに向けられたトラフィック信号と、を含む。
【０１２３】
　ユーザーＩ／Ｏデバイス２８０８は、例えば、マイク、キーボード、キーパッド、スイ
ッチ、カメラ、スピーカー、ディスプレイ、等を含む。ユーザーＩ／Ｏデバイス２８０８
は、ユーザーがデータ／情報を入力すること、出力データ／情報にアクセスすること、及
び通信デバイスの少なくとも一部の機能、例えば、特定のピアノードへのページの送信の
開始、ピアノードとの通信セッションの開始、ピアノードとの通信セッションの終了、等
、を制御することを可能にする。
【０１２４】
　例えば通信デバイス２８００は繰り返しタイミング構造を通じて動作されるため、クロ
ックモジュール２８０９、例えば発振器チップを含むモジュール、が、通信デバイス２８
００の現在の内部タイミングを維持する際に用いられる。
【０１２５】
　ルーチン２８１４は、衛星ブロードキャスト信号処理モジュール２８１８と、基地局ブ
ロードキャスト信号モジュール２８２０と、ビーコン信号処理モジュール２８２２と、ピ
アノード信号検出モジュール２８２４と、間隔決定モジュール２８２６と、タイミング基
準点決定モジュール２８３０と、ピア発見モジュール２８３２と、ピア・ツー・ピアタイ
ミング同期化モジュール２８３４と、タイミング調整モジュール２８４０と、ページング
モジュール２４８６と、トラフィックモジュール２８４８と、ブロードキャスト信号生成
モジュール２８４９と、を含む。ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール２８３４
は、ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミングモジュール２８３６と、ピア・ツー・ピア
送信シンボルタイミングモジュール２８３８と、を含む。タイミング調整モジュール２８
４０は、ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング調整モジュール２８４２と、ピア・ツ
ー・ピア送信シンボルタイミング調整モジュール２８４４と、を含む。
【０１２６】
　データ／情報２８１６は、格納されたタイミング構造情報２８５０と、決定された時間
基準点２８５２と、検出されたピアノード信号情報２８５４と、決定されたピア・ツー・
ピア受信シンボルタイミング情報２８５６と、決定されたピア・ツー・ピア送信シンボル
タイミング情報２８５８と、ブロードキャスト信号オフセット情報２８６０と、を含む。
格納されたタイミング構造情報２８５０は、ピア発見時間間隔情報２８６２と、トラフィ
ック間隔情報２８６４と、ページング間隔情報２８６６と、タイミング同期化間隔情報２
８６８と、を含む。
【０１２７】
　衛星ブロードキャスト信号処理モジュール２８１８は、衛星から送信された信号に対応
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する受信されたブロードキャスト信号を処理し、受信されたブロードキャスト信号は、ピ
ア・ツー・ピアタイミング構造におけるタイミング基準点を決定する際に用いられるべき
基準となる。基地局ブロードキャスト信号処理モジュール２８２０は、セルラーネットワ
ーク内の基地局から送信された信号に対応する受信されたブロードキャスト信号を処理し
、受信されたブロードキャスト信号は、ピア・ツー・ピアタイミング構造におけるタイミ
ング基準点を決定する際に用いられるべき基準となる。ビーコン信号処理モジュール２８
２２は、ユーザーデータを送信しないビーコン送信機から送信された信号に対応する受信
されたブロードキャスト信号を処理し、受信されたブロードキャスト信号は、ピア・ツー
・ピアタイミング構造におけるタイミング基準点を決定する際に用いられるべき基準とな
る。
【０１２８】
　タイミング基準点決定モジュール２８３０は、時間基準点を決定するために受信された
ブロードキャスト信号を用いる。例えば、ピア・ツー・ピア通信ネットワークは、幾つか
の実施形態においては、繰り返しタイミング構造に従い、繰り返しタイミング構造は、外
部信号、例えば、衛星からのブロードキャスト信号、セルラーネットワーク内の基地局か
らのブロードキャスト信号、又はユーザーデータを通信しないビーコン送信機からの信号
のうちの１つ、を基準とする。幾つかの実施形態においては、異なる位置において、基準
ブロードキャスト信号を入手するために異なるソースが用いられる。例えば、セルラーネ
ットワークが存在する幾つかの位置においては、基準ブロードキャスト信号を提供するた
めに基地局が用いられる。幾つかの遠隔エリアにおいては、ピア・ツー・ピアタイミング
に関するブロードキャスト基準信号を提供するためにビーコン送信機が用いられる。幾つ
かの遠隔エリアにおいては、ピア・ツー・ピアタイミングに関するブロードキャスト基準
信号を提供するために衛星ブロードキャスト信号が用いられる。パワーアップ時の通信デ
バイス２８００は、ピア・ツー・ピアネットワークによって使用中の繰り返しタイミング
構造内における現在位置を知らないことがある。タイミング基準点決定モジュール２８３
０は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造に関する粗レベルの同期化を行う。決定
された時間基準点２８５２は、タイミング基準点決定モジュール２８３０の出力である。
【０１２９】
　この実施形態においては、ピア・ツー・ピアネットワークによって用いられる繰り返し
タイミング構造は、様々な予め定義された間隔、例えば、ピア発見時間間隔、トラフィッ
ク間隔、ページング間隔、及びタイミング同期化間隔、を含む。間隔決定モジュール２８
２６は、ある時点、例えば現在の時間、に対応する特定の種類の間隔を決定するために格
納されたタイミング構造情報２８５０及び決定された時間基準点２８５２を用いる。間隔
決定モジュール２８２６の結果に基づいて、動作は、様々なその他のモジュール、例えば
、ピア発見モジュール２８３２、ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール２８３４
、ページングモジュール２８４６、及びトラフィックモジュール２８４８、に転送される
。
【０１３０】
　ピア発見モジュール２８３２は、ピア発見間隔中にピア発見動作、例えば付近における
ビアノードを識別するビーコン信号の検出、を行う。
【０１３１】
　ピアノード信号検出モジュール２８２４は、ピア通信デバイスによって送信された信号
を検出する。幾つかの実施形態においては、ピア通信デバイスからの検出された信号は、
ユーザーデータを通信するために用いられるトラフィック信号である。幾つかの実施形態
においては、検出された信号は、予め決められたブロードキャスト信号である。幾つかの
該実施形態においては、予め決められたブロードキャスト信号は、多トーンの時間ととも
に変化する信号及び予め決められた時間とともに変化するＰＮ系列信号のうちの１つであ
る。ピア通信デバイスによって送信された検出された信号は、幾つかの実施形態において
は、複数の繰り返しタイミング同期化間隔のうちの１つにおいてピア通信デバイスから受
信された予め決められたブロードキャスト信号である。
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【０１３２】
　ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール２８３４は、ピア・ツー・ピアタイミン
グ同期化間隔中にタイミング同期化を行う。幾つかの実施形態においては、ピア・ツー・
ピアタイミング同期化間隔は、ピア発見時間間隔の一部として含められる。タイミング基
準点決定モジュール２８３０は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造に関して粗レ
ベルのタイミング同期化を達成させるために用いられ、ピア・ツー・ピアタイミング同期
化モジュール２８３４は、ピアノード間においてより精細なレベルの同期化を提供するた
めに用いられる。ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミングモジュール２８３６は、タイ
ミング調整モジュール２８４２によって後続して用いられる決定されたピア・ツー・ピア
受信シンボルタイミング情報２８５６を決定する。ピア・ツー・ピア送信シンボルタイミ
ングモジュール２８３８は、タイミング調整モジュール２８４４によって後続して用いら
れる決定されたピア・ツー・ピア送信シンボルタイミング情報２８５８を決定する。
【０１３３】
　タイミング調整モジュール２８４０は、ピア・ツー・ピア受信シンボルタイミング及び
ピア・ツー・ピア送信シンボルタイミングのうちの少なくとも１つをピアノード信号検出
モジュール２８２４からの検出された信号の関数として調整する。ピア・ツー・ピア受信
シンボルタイミング調整モジュール２８４２は、決定されたピア・ツー・ピア受信シンボ
ルタイミング情報２８５６を用いて無線受信機モジュール２８０２内においてピア・ツー
・ピア受信シンボルタイミングを調整する。ピア・ツー・ピア送信シンボルタイミング調
整モジュール２８４４は、決定されたピア・ツー・ピア送信シンボルタイミング情報２８
５８を用いて無線送信モジュール２８０４内においてピア・ツー・ピア送信シンボルタイ
ミングを調整する。
【０１３４】
　ページングモジュール２８４６は、ページング間隔中にページング動作、例えば通信デ
バイス２８００がピアによってページング中であることを識別する信号の処理及び／又は
通信デバイス２８００がピアノードをページング中であることを示すためにピアノードに
向けられたページ信号の生成、を行う。トラフィックモジュール２８４８は、トラフィッ
ク間隔中にトラフィック動作、例えば、ユーザーデータ、例えば音声、画像、テキスト、
ファイルデータ、等をピアに通信するトラフィック信号の生成及び／又はピアからのユー
ザーデータを通信する受信された信号の処理、を行う。
【０１３５】
　ブロードキャスト信号生成モジュール２８４９は、決定された時間基準点からの予め決
められたオフセットを有する時間間隔において送信される予め決められたブロードキャス
ト信号を生成する。予め決められたオフセットは、ブロードキャスト信号オフセット情報
２８６０において示される。生成されたブロードキャスト信号は、例えば、現地付近に存
在する可能性があるその他のピア通信デバイスに通信デバイス２８００の存在を示すユー
ザービーコンである。代替として、及び／又は追加として、生成されたブロードキャスト
信号は、例えばタイミング同期化信号、例えばシンボルタイミング同期化を達成させるた
めに通信デバイス２８００の付近におけるピアノードによって用いられる広帯域同期化信
号、である。
【０１３６】
　様々な実施形態においては、格納されたタイミング構造情報２８５０は、タイミング構
造情報が格納される少なくとも１つの期間中にピア発見時間間隔とピア発見時間間隔との
間において複数のページング間隔が生じることを示す。幾つかの実施形態においては、ト
ラフィック間隔は、前記格納されたタイミング構造情報によって定義された通信タイミン
グ構造の１回の繰り返し中にページング時間間隔及びピア発見時間間隔の組み合わせによ
って占められる時間よりも長い時間を占める。
【０１３７】
　決定された時間基準点２８５２は、タイミング基準点決定モジュール２８３０の出力で
あり、間隔決定モジュール２８２６、ピアノード信号検出モジュール２８２４、ピア・ツ
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ー・ピアタイミング同期化モジュール２８３４、及びブロードキャスト信号生成モジュー
ル２８４９によって後続して用いられる。検出されたピアノード信号情報２８５４は、ピ
アノード信号検出モジュール２８２４の出力であり、ピア・ツー・ピアタイミング同期化
モジュール２８３４によって用いられる。決定されたピア・ツー・ピア受信シンボルタイ
ミング情報２８５６は、モジュール２８３６の出力であり、モジュール２８４２によって
用いられる。決定されたピア・ツー・ピア送信シンボルタイミング情報２８５８は、モジ
ュール２８３６の出力であり、モジュール２８４４によって用いられる。ブロードキャス
ト信号オフセット情報２８６０は、モジュール２８４９によって生成されたブロードキャ
スト信号が無線送信機２８０４を用いていつブロードキャストされるべきかを決定するた
めに用いられる。
【０１３８】
　図２９は、様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デ
バイス２９００、例えばモバイルノード、の図である。典型的通信デバイス２９００は、
様々な要素がデータ及び情報を交換するためのバス２９１２を介してまとめて結合された
無線受信機モジュール２９０２と、無線送信機モジュール２９０４と、プロセッサ２９０
６と、ユーザーＩ／Ｏデバイス２９０８と、クロックモジュール２９０９と、メモリ２９
１０と、を含む。メモリ２９１０は、ルーチン２９１４と、データ／情報２９１６と、を
含む。プロセッサ２９０６、例えばＣＰＵ、は、通信デバイス２９００の動作を制御し及
び方法、例えば図５のフローチャート５００の方法、を実装するためにメモリ２９１０内
のルーチン２９１４を実行し及びデータ／情報２９１６を用いる。
【０１３９】
　無線受信機モジュール２９０２、例えば、ＯＦＤＭ受信機、は、受信アンテナ２９０３
に結合され、通信デバイス２９００は、受信アンテナ２９０３を介して信号を受信する。
受信された信号は、例えば衛星、基地局、及び／又はビーコン信号送信機からのタイミン
グ基準ブロードキャスト信号を含み、タイミング基準信号は、繰り返しピア・ツー・ピア
タイミング構造との粗レベルの同期化を確立するために用いられる。受信された信号は、
ピアノード識別信号、例えばピアノードユーザービーコン信号と、ピアノードタイミング
同期化信号と、ピアノードページング信号と、基地局ページング信号と、ピア・ツー・ピ
アセッション確立信号と、ピア・ツー・ピアトラフィック信号と、も含む。無線受信機モ
ジュール２９０２は、ピア発見時間間隔中に、ピア通信デバイスからブロードキャスト信
号を受信する。
【０１４０】
　無線送信機モジュール２９０４、例えばＯＦＤＭ送信機、は、送信アンテナ２９０５に
結合され、通信デバイス２９００は、送信アンテナ２９０５を介して信号を送信する。幾
つかの実施形態においては、送信機及び受信機に関して同じアンテナが用いられる。送信
された信号は、ピアノード識別信号、例えばデバイス識別子及びユーザー識別子のうちの
少なくとも１つを搬送するピアノードユーザービーコン信号と、ピアノードタイミング同
期化信号と、ピア・ツー・ピアページング信号と、広域ページング信号として転送される
ために基地局に向けられたページング信号と、ピア・ツー・ピアセッション確立信号と、
ピア・ツー・ピアトラフィック信号と、を含む。
【０１４１】
　ユーザーＩ／Ｏデバイス２９０８は、例えば、マイク、キーボード、キーパッド、マウ
ス、スイッチ、カメラ、スピーカー、ディスプレイ、等を含む。ユーザーＩ／Ｏデバイス
２９０８は、通信デバイス２９００のユーザーがピアに向けられるべきユーザーデータを
入力すること、ピアからの出力ユーザーデータにアクセスすること、及び通信デバイスの
少なくとも一部の機能、例えば、ピアノードのページング、ピア・ツー・ピア通信セッシ
ョンの確立、ピア・ツー・ピア通信セッションの終了、を制御することを可能にする。
【０１４２】
　例えば通信デバイス２９００は繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造を通じて動作
されるため、クロックモジュール２９０９、例えば発振器チップを含むモジュール、が、
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通信デバイス２９００の現在の内部タイミングを維持する際に用いられる。
【０１４３】
　ルーチン２９１４は、タイミング基準点決定モジュール２９１８と、間隔決定モジュー
ル２９２０と、ピア識別子復元モジュール２９２２と、ピアノ識別子削除モジュール２９
２４と、タイマーモジュール２９２６と、タイマーリセットモジュール２９２７と、トラ
フィックモジュール２９２８と、ページモニタリングモジュール２９３４と、ページ応答
シグナリングモジュール２９３５と、ピア・ツー・ピアセッション確立モジュール２９３
６と、ページングイベント検出モジュール２９３８と、ページング間隔決定モジュール２
９４０と、ページングタイプ選択モジュール２９４２と、ピア・ツー・ピアページング存
続可能性モジュール２９４６と、ページングモジュール２９５０と、を含む。
【０１４４】
　タイミング基準点決定モジュール２９１８は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構
造において時間基準点を決定するために例えば衛星、基地局、又はビーコン信号送信機か
らの受信されたブロードキャスト信号を用いる。間隔決定モジュール２９２０は、繰り返
しピア・ツー・ピアタイミング構造における現在の間隔の種類を決定する。間隔決定モジ
ュール２９２０の動作は、繰り返しページング間隔を決定するためにページング間隔情報
２９６２を含む格納されたタイミング構造情報２９５６にアクセスすることと格納された
タイミング構造情報２９５６を用いることとを含む。
【０１４５】
　ピア識別子復元モジュール２９２２は、ピア発見時間間隔中に受信された、ピア通信デ
バイスからの受信されたブロードキャスト信号から識別子を復元する。復元された識別子
は、デバイス識別子及びユーザー識別子のうちの１つである。ピア識別子復元モジュール
２９２２は、メモリ２９１０内の復元されたピア識別子情報２９７０内に復元された識別
子を格納する。デバイス識別子１　２９７２、デバイス識別子Ｎ　２９７４、ユーザー識
別子１　２９７６、ユーザー識別子Ｍ　２９７８は、格納された復元されたピア識別子の
例である。
【０１４６】
　ピア識別子削除モジュール２９２４は、受信された識別子に対応するピア通信デバイス
からの信号がある期間内に検出されていないと決定することに応答して該受信された識別
子をメモリから削除する。幾つかの実施形態においては、該期間は、予め決められた期間
、例えば応答なし時間情報２９８４によって示される予め決められた期間、である。
【０１４７】
　幾つかの実施形態においては、予め決められた期間は、受信された識別子と関連づけら
れたライフタイムである。受信された識別子と関連づけられた典型的ライフタイムは、ラ
イフタイム情報（２９７３、２９７５、２９７７、２９７９）として示される。幾つかの
実施形態においては、異なるデバイス及び／又はユーザー識別子は、異なる関連づけられ
たライフタイムを有する。幾つかの実施形態においては、ピア識別子と関連づけられたラ
イフタイムは、特定の通信デバイスに関する連続する通信デバイス識別子ブロードキャス
ト信号間の繰り返し間隔の関数である。
【０１４８】
　クロックモジュール２９０９によって更新されるタイマーモジュール２９２６は、どの
時点でライフタイムが経過したかを決定するために用いられる。タイマーモジュール２９
２６は、複数のピアに関するライフタイム時間切れに関して独立した状態を維持すること
ができ、時々維持する。タイマーモジュール２９２６は、幾つかの実施形態においては、
増分的カウントダウンを行い、ライフタイム時間切れが生じるか又は追跡中の特定の以前
に発見されたピアに関してタイマーモジュール２９２６をリセットするイベントが発生す
るまで継続する。タイマーリセットモジュール２９２７は、ピア通信デバイスから信号が
受信されたときにタイマーモジュール２９２６を更新する。例えば、追跡中の以前に識別
子されたピアから識別信号を受信することは、そのピアが現地付近に依然として存在して
パワーアップされ、そのピアに関してタイマーカウントダウンを再開させることができる
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ことを通信デバイス２９００が認識するのを可能にする。
【０１４９】
　トラフィックモジュール２９２８は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造のトラ
フィック間隔中に、無線通信リンク、例えば通信デバイス２９００とピアノードとの間の
直接無線通信リンク、を介して通信デバイス２９００とピアノードとの間におけるユーザ
ーデータの通信を制御する。トラフィックモジュール２９２８は、送信制御モジュール２
９３０と、受信制御モジュール２９３２と、を含む。送信制御モジュール２９３０は、ピ
ア・ツー・ピアトラフィック間隔中におけるユーザーデータの送信を制御する。受信制御
モジュール２９３２は、ピア・ツー・ピアトラフィック間隔中におけるユーザーデータの
受信を制御する。様々な実施形態においては、ユーザーデータは、テキストデータ、画像
データ、音声データ、及びアプリケーションデータのうちの少なくとも１つを含む。
【０１５０】
　幾つかの実施形態においては、トラフィックモジュール２９２８の受信制御モジュール
２９３２は、通信デバイスに向けられたページが検出されなかったページング間隔に後続
して及び他のページング間隔の発生前に生じる少なくとも１つのトラフィック間隔中にト
ラフィックデータの有無をモニタリングするのを控えるように無線通信デバイス２９００
を制御する。幾つかの実施形態においては、トラフィックモジュール２９２８の受信制御
モジュール２９３２は、無線通信デバイス２９００に向けられたページが検出されなかっ
たページング間隔と通信デバイス２９００にページを向けることができる次のページング
間隔との間において生じるいずれかのトラフィック間隔中にトラフィックデータの有無を
モニタリングするのを控えるように通信デバイス２９００を制御する。　
　ページングイベント削除モジュール２９３８は、ピア通信デバイスへのページングメッ
セージの送信をトリガーするために用いられるイベントを検出する。例えば、通信デバイ
ス２９１０のユーザーは、特定のユーザー又はデバイスへのページを生成するためにユー
ザーＩ／Ｏデバイス２９０８を介した入力動作を行うことができる。
【０１５１】
　ページング間隔決定モジュール２９４０は、ピア通信デバイスにページングメッセージ
を送信するために用いられる繰り返しタイミング構造内の複数のページング間隔のうちの
１つを決定し、決定された１つのページング間隔は、ページが向けられるピア通信デバイ
スに対応する格納されたピア識別子の関数である。例えば、幾つかの実施形態においては
、ピア通信デバイスは、デバイス識別子及び／又はユーザー識別子に対応する部分組のペ
ージング間隔をリッスン（ｌｉｓｔｅｎ）し、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造
内のページング間隔の完全な組内のその他のページング間隔はリッスンしない。従って、
ページは、検出可能にするために該当するページ間隔内に入れられる。
【０１５２】
　ピア・ツー・ピアページング存続可能性モジュール２９４６は、ピア通信デバイスをピ
ア・ツー・ピアページによってページング可能であるかどうかを決定する。ピア・ツー・
ピアページング存続可能性モジュール２９４６の決定は、ページングタイプ選択モジュー
ル２９４２によって用いられる。ピア・ツー・ピアページング存続可能性モジュール２９
４６は、識別子リスト検査モジュール２９４８を含む。識別子リスト検査モジュール２９
４８は、ピア・ツー・ピアページがピア通信デバイスに到達可能であるかどうかを決定す
るために、格納された識別子、例えば復元されたピア識別子情報２９７０内の識別子、の
リストを検査する。
【０１５３】
　ページングタイプ選択モジュール２９４２は、ピア・ツー・ピアページをピア通信デバ
イスに送信すること、例えばダイレクトページをピア通信デバイスに送信すること及び基
地局を通じてページを送信すること、例えば基地局を通じて広域ページを送信すること、
のいずれかを選択する。ページング選択モジュール２９４２の出力は、無線送信機２９０
４によって送信される特定のページに関してピア・ツー・ピアページングモジュール２９
５２及び広域ページングモジュール２９５４のうちのいずれがアクティブであるかを制御
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するために用いられる。幾つかの実施形態においては、広域ページングは、ピア通信デバ
イスがピア・ツー・ピアページによって到達不能であると決定されたときのデフォルトと
して選択される。
【０１５４】
　ページングモジュール２９５０の動作は、ピア通信デバイスにユーザーデータを通信す
る前にピア通信デバイスに向けられたページを生成することと、生成されたページを送信
するように無線送信機を制御すること、とを含む。ページングモジュール２９５０は、ペ
ージング間隔中にピア通信デバイスにページを通信するように無線送信機モジュール２９
０４の動作を制御する。ページングモジュール２９５０は、ピア・ツー・ピアページング
モジュール２９５２と、広域ページングモジュール２９５４と、を含む。
【０１５５】
　ピア・ツー・ピアセッション確立モジュール２９３６は、例えばユーザーデータを通信
する前に、通信デバイス２９００とピア通信デバイスとの間におけるピア・ツー・ピアセ
ッション確立情報の通信を制御する。様々な実施形態においては、ピア・ツー・ピアセッ
ション確立情報を通信することは、セッション確立情報を送信すること及びセッション確
立情報を受信することのうちの少なくとも１つを含む。幾つかの実施形態においては、ピ
ア・ツー・ピアセッション確立情報は、セッション識別子、セッションサービス品質（Ｑ
ｏＳ）情報及びセッション中に通信されるべきトラフィックのタイプのインジケータのう
ちの少なくとも１つを含む。
【０１５６】
　ページモニタリングモジュール２９３４は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造
における少なくとも幾つかのページング間隔中に、通信デバイス２９００に向けられたペ
ージの有無をモニタリングする。幾つかの実施形態においては、ピア・ツー・ピアページ
を無線通信デバイス２９００に向けるために繰り返しタイミング構造内のページング間隔
の組の１つの部分組を用いることができ、無線通信デバイス２９００は、それらのページ
ング間隔中にモニタリングし、その他のページング間隔中にはモニタリングしない。
【０１５７】
　様々な実施形態においては、ページモニタリングモジュール２９３４は、通信デバイス
２９００とピア通信デバイスとの間における進行中のピア・ツー・ピア通信セッションの
一部としてユーザーデータが通信されるトラフィック間隔とトラフィック間隔との間で発
生するページング間隔中に追加のページング信号の有無をモニタリングする。例えば、追
加のピア通信デバイスは、通信デバイス２９００とのピア・ツー・ピアも通信セッション
の確立を求めている可能性がある。幾つかの実施形態においては、無線通信デバイス２９
００は、複数の同時の進行中のピア・ツー・ピア通信セッションをサポートする。幾つか
の実施形態においては、無線通信デバイス２９００は、例えばより高い優先レベルを示す
受信されたページに応じて、異なるピア通信デバイスと新しいピア・ツー・ピア通信セッ
ションを確立するために進行中のピア・ツー・ピア通信セッションを終了又は中断させる
ことができ、時々終了又は中断させる。
【０１５８】
　ページ応答シグナリングモジュール２９３５は、通信デバイス２９００に向けられたペ
ージを受信することに応じてページ応答信号を生成し及びページ応答信号の送信を制御す
る。
【０１５９】
　データ／情報２９１６は、格納されたタイミング構造情報２９５６と、決定された時間
基準点２９６６と、ピアからの受信されたブロードキャスト信号２９６８と、復元された
ピア識別子情報２９７０と、送信のためのユーザーデータ２９８０と、受信されたユーザ
ーデータ２９８２と、応答なし時間情報２９８４と、予め決められたライフタイム情報２
９８６と、ピア・ツー・ピアセッション確立情報２９８８と、生成されたページメッセー
ジ２９９０と、を含む。
【０１６０】
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　格納されたタイミング構造情報２９５６は、ピア発見時間間隔情報２９５８と、トラフ
ィック間隔情報２９６０と、ページング間隔情報２９６２と、タイミング同期化間隔情報
２９６４と、を含む。
【０１６１】
　復元されたピア識別子情報２９７０は、ピアデバイス識別子情報及び／又はピアユーザ
ー識別子情報を含む。複数のピアデバイス識別子（デバイス識別子１　２９７２、．．．
、デバイス識別子Ｎ　２９７４）が示される。幾つかの実施形態においては、デバイス識
別子うちの少なくとも一部は、関連づけられたライフタイム情報を有する。（ライフタイ
ム情報２９７３、．．．、ライフタイム情報２９７５）は、（デバイス識別子１　２９７
２、．．．、デバイス識別子Ｎ　２９７４）にそれぞれ対応する。
【０１６２】
　複数のピアユーザー識別子（ユーザー識別子１　２９７６、．．．、ユーザー識別子Ｍ
　２９７８）が示される。幾つかの実施形態においては、ユーザー識別子のうちの少なく
とも一部は、関連づけられたライフタイム情報を有する。（ライフタイム情報２９７７、
．．．、ライフタイム情報２９７９）は、（デバイス識別子１　２９７６、．．．、デバ
イス識別子Ｍ　２９７８）にそれぞれ対応する。
【０１６３】
　格納されたタイミング構造情報２９５６は、間隔決定モジュール２９２０を含む様々な
モジュールによってアクセスされ及び使用される。決定された時間基準点２９６６は、タ
イミング基準点決定モジュール２９１８の出力である。復元されたピア識別子情報２９７
０は、通信デバイス２９００の現地付近に現在所在し、通信デバイス２９００とのピア・
ツー・ピア通信セッションの候補であることができる一組のピア通信デバイス及び／又は
ユーザーを識別する。復元されたピア識別子情報２９７０は、ピア識別子復元モジュール
２９２２によって復元された情報を含む。例えばピア通信デバイスからのユーザービーコ
ン等の識別シグナリングの喪失に応じて、復元されたピア識別子情報２９７０内の様々な
エントリがピア識別子削除モジュール２９２４によって格納情報から削除される。識別信
号の喪失は、例えばパワーダウンした、範囲外に移動した、及び／又は通信デバイス２９
００に関するデッドスポットに位置すること、に起因して現在ピアにアクセス不能である
ことを示す。
【０１６４】
　送信のためのユーザーデータ２９８０、例えばテキストデータ、画像データ、音声デー
タ、ファイルデータ、は、ピア・ツー・ピア通信セッションの一部として無線送信機モジ
ュール２９０４によってピア通信デバイスに送信されるデータを含み、送信は、繰り返し
ピア・ツー・ピアタイミング構造内のトラフィック間隔中にトラフィックモジュール２９
２８の送信制御モジュール２９３０の制御下にある。受信されたユーザーデータ２９８２
、例えばテキストデータ、画像データ、音声データ、ファイルデータ、は、ピア・ツー・
ピア通信セッションの一部として無線受信機モジュール２９０２によってピア通信デバイ
スから受信されたデータを含み、受信は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造内の
トラフィック間隔中にトラフィックモジュール２９２８の受信制御モジュール２９３２の
制御下にある。
【０１６５】
　ピア・ツー・ピアセッション確立情報２９８８は、ピア・ツー・ピアセッション確立モ
ジュール２９３６によって通信される情報を含む。ピア・ツー・ピアセッション確立情報
２９８８は、ピア・ツー・ピア通信セッションにおいて通信されるべきピア・ツー・ピア
セッション識別子、ピア・ツー・ピアセッションサービス品質情報、及びトラフィックの
タイプのインジケータのうちの少なくとも１つを含む。
【０１６６】
　生成されたページメッセージ２９９０は、ページングモジュール２９５０によって生成
され、無線送信機モジュール２９０４によって送信される。様々な実施形態においては、
ピア・ツー・ピアページングメッセージに関しては第１のフォーマットが利用され、広域
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ページングメッセージに関しては第２のフォーマットが用いられ、第１及び第２のフォー
マットは異なる。幾つかの実施形態においては、ピア・ツー・ピアページングメッセージ
は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造によって定義されたピア・ツー・ピアペー
ジング間隔中に送信されるように制御され、広域ページングメッセージは、送信中の広域
ページ要求の送信先である基地局に対応するセルラーネットワークタイミング構造ページ
ング間隔中に送信される。幾つかの該実施形態においては、基地局のタイミング構造は、
ピア・ツー・ピアタイミング構造に関して同期化されない。幾つかの実施形態においては
、通信デバイス２９００は、広域ページング機能をサポートするために少なくとも幾つか
の基地局セルラーネットワークページング間隔中にピア・ツー・ピアシグナリングを中止
する。
【０１６７】
　図３０は、様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デ
バイス３０００、例えばモバイルノード、の図である。典型的通信デバイス３０００は、
様々な要素がデータ及び情報を交換するためのバス３０１２を介してまとめて結合された
無線受信機モジュール３００２と、無線送信機モジュール３００４と、プロセッサ３００
６と、ユーザーＩ／Ｏデバイス３００８と、クロックモジュール３００９と、メモリ３０
１０と、を含む。メモリ３０１０は、ルーチン３０１４と、データ／情報３０１６と、を
含む。プロセッサ３００６、例えばＣＰＵ、は、通信デバイス３０００の動作を制御し及
び方法、例えば図１５のフローチャート１５００の方法、を実装するためにメモリ３０１
０内のルーチン３０１４を実行し及びデータ／情報３０１６を用いる。
【０１６８】
　無線受信機モジュール３００２、例えば、ＯＦＤＭ受信機、は、受信アンテナ３００３
に結合され、通信デバイス３０００は、受信アンテナ３００３を介して信号を受信する。
受信された信号は、例えば衛星、基地局、及び／又はビーコン信号送信機からのタイミン
グ基準ブロードキャスト信号を含み、タイミング基準信号は、繰り返しピア・ツー・ピア
タイミング構造との粗レベルの同期化を確立するために用いられる。受信された信号は、
ピアノード識別信号、例えばピアノードユーザービーコン信号と、ピアノードタイミング
同期化信号と、ピアノードページング信号と、基地局ページング信号と、ピア・ツー・ピ
アセッション確立信号と、ピア・ツー・ピアトラフィック信号と、も含む。
【０１６９】
　無線送信機モジュール３００４、例えばＯＦＤＭ送信機、は、送信アンテナ３００５に
結合され、通信デバイス３０００は、送信アンテナ３００５を介して信号を送信する。幾
つかの実施形態においては、送信機及び受信機に関して同じアンテナが用いられる。送信
された信号は、ピアノード識別信号、例えばデバイス識別子及びユーザー識別子のうちの
少なくとも１つを搬送するピアノードユーザービーコン信号と、ピアノードタイミング同
期化信号と、ピア・ツー・ピアページング信号と、広域ページング信号として転送される
ために基地局に向けられたページング信号と、ピア・ツー・ピアセッション確立信号と、
ピア・ツー・ピアトラフィック信号と、を含む。
【０１７０】
　ユーザーＩ／Ｏデバイス３００８は、例えば、マイク、キーボード、キーパッド、マウ
ス、スイッチ、カメラ、スピーカー、ディスプレイ、等を含む。ユーザーＩ／Ｏデバイス
３００８は、通信デバイス３０００のユーザーがピアに向けられるべきユーザーデータを
入力すること、ピアからの出力ユーザーデータにアクセスすること、及び通信デバイスの
少なくとも一部の機能、例えば、ピアノードのページング、ピア・ツー・ピア通信セッシ
ョンの確立、ピア・ツー・ピア通信セッションの終了、を制御することを可能にする。
【０１７１】
　例えば通信デバイス３０００は繰り返しタイミング構造を通じて動作されるため、クロ
ックモジュール３００９、例えば発振器チップを含むモジュール、が、通信デバイス３０
００の現在の内部タイミングを維持する際に用いられる。
【０１７２】



(40) JP 5425768 B2 2014.2.26

10

20

30

40

50

　ルーチン３０１４は、アクセスモジュール３０１８と、動作決定モジュール３０２０と
、ページングモジュール３０２２と、ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール３０
２４と、ピア発見モジュール３０２６と、トラフィックモジュール３０２８と、を含む。
【０１７３】
　データ／情報３０１６は、格納されたタイミング構造情報３０３０と、現在の期間３０
４２と、を含む。格納されたタイミング構造情報３０３０は、パターン情報３０３２と、
ピア発見時間間隔情報３０３４と、トラフィック間隔情報３０３６と、ページング間隔情
報３０３８と、タイミング同期化間隔情報３０４０と、を含む。格納されたタイミング構
造情報３０３０は、パターンの１回の繰り返しの継続時間を識別する情報と、そのパター
ンを有する異なる間隔間での順次の順序と、様々な異なる種類の間隔の継続時間と、異な
る種類の間隔に対応する関係情報と、を含む。
【０１７４】
　アクセスモジュール３０１８は、格納されたピア・ツー・ピアタイミング構造情報３０
３０にアクセスし、格納されたピア・ツー・ピアタイミング構造情報３０３０は、異なる
種類の時間間隔のパターンを定義する情報を含み、該異な種類の時間間隔は、少なくとも
ピア発見間隔とトラフィック間隔とを含む。
【０１７５】
　動作決定モジュール３０２０は、現在の期間中に実行されるべき動作を決定する際にア
クセスされた格納されたピア・ツー・ピアタイミング構造を用いる。現在の期間は、現在
の期間３０４２内に格納された情報によって示され、クロックモジュール３００９の出力
を表す。現在の期間３０４２は、幾つかの実施形態においては、繰り返しピア・ツー・ピ
アタイミング構造内の特定のシンボルタイミング位置、例えば、特定のタイプの間隔、例
えばページング、トラフィック、ピア発見、タイミング同期化、のうちの少なくとも１つ
の内に入る繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造内の特定のＯＦＤＭシンボル時間間
隔位置、を指し示すインデックス値を識別する。
【０１７６】
　動作決定モジュール３０２０の結果は、ページングモジュール３０２２、ピア・ツー・
ピアタイミング同期化モジュール３０２４、ピア発見モジュール３０２６及びトラフィッ
クモジュール３０２８のうちの１つに制御を向け、間隔の種類に対応する特定の動作が実
行される。
【０１７７】
　様々な実施形態においては、ピア・ツー・ピアタイミング構造における異なる種類の時
間間隔のパターンは、経時で繰り返す。幾つかの該実施形態においては、パターンは、予
め決められた周期性を有し、各期間は、少なくとも１つのピア発見間隔と、少なくとも１
つのトラフィック間隔と、を含む。様々な実施形態においては、各ピア発見間隔の継続時
間は、１０ミリ秒未満である。幾つかの実施形態においては、各期間中に、トラフィック
間隔に割り振られた合計時間は、ピア発見間隔に割り振られた合計時間の少なくとも１０
０倍である。
【０１７８】
　幾つかの実施形態においては、各期間に含まれている複数のトラフィック間隔の各々は
、該期間に含まれているピア発見間隔のうちのいずれのピア発見間隔の継続時間よりも長
い継続時間を有する。幾つかの実施形態においては、各期間は、ピア発見時間間隔の少な
くとも１０倍の数のトラフィック時間間隔を含む。
【０１７９】
　様々な実施形態においては、トラフィック間隔及びピア発見間隔は、同じ継続時間又は
実質的に同じ継続時間を有し、ピア発見時間間隔よりも多い数のトラフィック時間間隔が
存在する。
【０１８０】
　幾つかの実施形態においては、該パターンの２回の繰り返しを含む期間における２つの
連続するピア発見間隔は、少なくとも１秒のギャップだけ時間的に分離される。
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【０１８１】
　ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール３０２４は、例えばタイミング同期化時
間間隔中に、ピアデバイスから受信された信号から信号タイミングデータを収集し、該信
号タイミングデータは、無線端末シンボルタイミングを調整する際に用いられる。幾つか
の実施形態においては、タイミング同期化時間間隔は、ピア発見時間間隔中に生じる。幾
つかの実施形態においては、ピア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール３０２４は、
トラフィック間隔中にピアデバイスから受信された信号タイミングデータを収集する。ピ
ア・ツー・ピアタイミング同期化モジュール３０２４は、適用されるべきタイミング調整
を決定し、無線受信機モジュール３００２及び／又は無線送信機モジュール３００４の調
整を制御することによって無線端末シンボルタイミングを調整し、例えば調整値が受信機
３００２及び／又は送信機３００４内にローディングされる。
【０１８２】
　ページングモジュール３０２２は、ページング間隔中にページング動作、例えば無線通
信デバイス３０００に向けられたピア・ツー・ピアページの有無のモニタリングと処理及
び通信デバイス３０００がピア・ツー・ピア通信セッションを確立することを希望する相
手のピア通信デバイスに向けられたピア・ツー・ピアページの生成と送信制御、を行う。
幾つかの実施形態においては、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造の各期間は、少
なくとも１つのページング間隔を含む。幾つかの該実施形態においては、各ページング間
隔の継続時間は、１０ミリ秒未満である。
【０１８３】
　トラフィックモジュール３０２８は、トラフィック間隔中にトラフィック動作、例えば
ピア・ツー・ピア通信セッションにおけるピア間でのユーザーデータの受信及び送信のサ
ポート、を行う。幾つかの実施形態においては、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構
造内の各期間は、ページング間隔に割り振られた合計時間量の少なくとも１０倍の合計時
間をトラフィック間隔に割り振る。幾つかの実施形態においては、繰り返しピア・ツー・
ピアタイミング構造の各期間に含まれる複数の時間間隔の各々は、該期間に含まれるペー
ジング間隔のうちのいずれのページング間隔の継続時間よりも長い継続時間を有する。
【０１８４】
　様々な実施形態においては、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造内の各期間は、
ページング間隔の少なくとも１０倍の数のトラフィック間隔を含む。
【０１８５】
　様々な実施形態においては、トラフィック間隔及びページング間隔は、同じ継続時間又
は実質的に同じ継続時間を有し、ページング間隔よりも多い数のトラフィック間隔が存在
する。
【０１８６】
　幾つかの実施形態においては、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造を定義するパ
ターンの２回の繰り返しを含む期間における２つの連続するピア発見間隔は、少なくとも
１００ミリ秒のギャップだけ時間的に分離される。
【０１８７】
　ピア発見モジュール３０２６は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造内のピア発
見間隔中にピア発見動作を行う。ピア発見動作は、ブロードキャスト信号、例えば現地付
近におけるピア通信デバイスからのユーザービーコンの有無をモニタリングすることと、
該ブロードキャスト信号を検出することと、検出されたブロードキャスト信号からデバイ
ス識別子及びユーザー識別子のうちの１つを復元するのを試みること、とを含む。様々な
実施形態ページング時間合計量は、ピア発見時間合計量の少なくとも２倍である。
【０１８８】
　図３１は、様々な実施形態による、ピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デ
バイス３１００、例えばモバイルノード、の図である。典型的通信デバイス３１００は、
様々な要素がデータ及び情報を交換するためのバス３１１２を介してまとめて結合された
無線受信機モジュール３１０２と、無線送信機モジュール３１０４と、プロセッサ３１０
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６と、ユーザーＩ／Ｏデバイス３１０８と、クロックモジュール３１０９と、メモリ３１
１０と、を含む。メモリ３１１０は、ルーチン３１１４と、データ／情報３１１６と、を
含む。プロセッサ３１０６、例えばＣＰＵ、は、通信デバイス３１００の動作を制御し及
び方法、例えば図２４のフローチャート２４００の方法、を実装するためにメモリ３１１
０内のルーチン３１１４を実行し及びデータ／情報３１１６を用いる。
【０１８９】
　無線受信機モジュール３１０２、例えば、ＯＦＤＭ受信機、は、受信アンテナ３１０３
に結合され、通信デバイス３１００は、受信アンテナ３１０３を介して信号を受信する。
受信された信号は、ピアノード識別信号、例えばピアノードユーザービーコン信号と、ペ
ージング信号と、トラフィック資源要求と、ユーザーデータを搬送するトラフィック信号
と、終了接続通知信号と、を含む。
【０１９０】
　無線送信機モジュール３１０４、例えばＯＦＤＭ送信機、は、送信アンテナ３１０５に
結合され、通信デバイス３１００は、送信アンテナ３１０５を介して信号を送信する。幾
つかの実施形態においては、送信機及び受信機に関して同じアンテナが用いられる。送信
された信号は、ピアノード識別信号、例えばデバイス識別子及びユーザー識別子のうちの
少なくとも１つを搬送するピアノードユーザービーコン信号と、ページング信号と、トラ
フィック資源要求信号と、ユーザーデータを搬送するトラフィック信号と、接続終了信号
と、を含む。
【０１９１】
　ユーザーＩ／Ｏデバイス３１０８は、例えば、マイク、キーボード、キーパッド、マウ
ス、スイッチ、カメラ、スピーカー、ディスプレイ、等を含む。ユーザーＩ／Ｏデバイス
３１０８は、通信デバイス３１００のユーザーがピアに向けられるべきユーザーデータを
入力すること、ピアからの出力ユーザーデータにアクセスすること、及び通信デバイスの
少なくとも一部の機能、例えば、ピアノードのページング、ピア・ツー・ピア通信セッシ
ョンの確立、ピア・ツー・ピア通信セッションの終了、を制御することを可能にする。
【０１９２】
　例えば通信デバイス３１００は繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造を通じて動作
されるため、クロックモジュール３１０９、例えば発振器チップを含むモジュール、が、
通信デバイス３１００の現在の内部タイミングを維持する際に用いられる。
【０１９３】
　ルーチン３１１４は、ピア発見モジュール３１１７と、アクティブ接続リスト維持モジ
ュール３１１８と、ページモニタリング３１２０と、トラフィック資源要求モニタリング
モジュール３１２２と、トラフィック制御資源部分決定モジュール３１２４と、波形検出
モジュール３１２６と、ページ生成モジュール３１２８と、ページ送信制御モジュール３
１３０と、トラフィック要求モジュール３１３２と、トラフィックデータシグナリングモ
ジュール３１３４と、接続無効性決定モジュール３１３６と、制御終了シグナリングモジ
ュール３１３８と、時間切れモジュール３１４０と、を含む。
【０１９４】
　データ／情報３１１６は、発見されたピアのリスト３１４７と、接続識別子のアクティ
ブリスト３１４８と、トラフィック制御資源情報３１５０と、ピア・ツー・ピアタイミン
グ構造情報３１５２と、受信されたユーザーデータ３１５４と、受信されたページングメ
ッセージ３１５６と、モニタリングすべき決定された部分組のトラフィック制御資源３１
５８と、受信された接続終了信号３１６０と、生成された接続終了信号３１６２と、生成
されたページメッセージ３１６４と、生成されたトラフィック要求３１６６と、受信され
たトラフィック要求信号３１６７と、を含む。
【０１９５】
　ピア発見モジュール３１１７は、識別子情報を通信中の現地付近のピア通信デバイスか
らのブロードキャスト信号、例えばデバイス識別子情報及び／又はユーザー識別子情報、
の有無をモニタリング及び検出する。幾つかの実施形態においては、識別のために用いら
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れるピア発見ブロードキャスト信号、例えばユーザービーコン信号、は、繰り返しピア・
ツー・ピアタイミング構造における予め決められたピア発見時間間隔中に通信される。発
見されたピアのリスト３１４７がピア発見モジュール３１１７によって生成及び更新され
る。
【０１９６】
　アクティブ接続リスト維持モジュール３１１８は、通信デバイス３１００が少なくとも
１つのページング信号を受信又は送信している相手である通信デバイスに対応するアクテ
ィブ接続識別子のリストを維持する。接続識別子のアクティブリスト３１４８は、維持モ
ジュール３１１８によって維持されるリストである。示される接続識別子のアクティブリ
スト３１４８は、１つ以上のアクティブ接続識別子（アクティブ接続識別子１　３１６８
、．．．、アクティブ接続識別子Ｍ　３１７０）を含む。
【０１９７】
　アクティブ接続リスト維持モジュール３１１８は、着信ページに基づく更新モジュール
３１４２と、発信ページに基づく更新モジュール３１４４と、削除モジュール３１４６と
、を含む。
【０１９８】
　ページモニタリングモジュール３１２０は、ページング間隔中に、通信デバイス３１０
０がピア通信デバイス、例えば発見されたピアのリストからのピア通信デバイス、によっ
てページング中であることを示すページング信号の有無をモニタリングする。着信ページ
に基づく更新モジュール３１４２は、通信デバイス３１００に向けられたページングメッ
セージが受信された相手であるピア通信デバイスに対応する接続識別子をアクティブ接続
識別子のリストが含むように前記リストを更新する。
【０１９９】
　トラフィック資源要求モニタリングモジュール３１２２は、アクティブ接続識別子リス
ト内の少なくとも１つの接続識別子に対応するトラフィック要求信号の有無に関してトラ
フィック間隔中にトラフィック制御資源をモニタリングする。トラフィック制御資源は、
複数の資源ユニット部分組を含み、トラフィック制御資源をモニタリングすることは、資
源部分組の完全な組の資源部分組数よりも少ない数の資源部分組をモニタリングすること
を含む。トラフィック制御資源情報３１５０は、複数の異なる資源部分組（資源部分組１
情報３１７２、．．．、資源部分組Ｎ情報３１７４）を識別する。この典型的実施形態に
おいては、時間インデックス情報は、資源部分組の各々と関連づけられる。時間インデッ
クス情報３１７６は、トラフィック制御資源部分組１　３１７２と関連づけられ、時間イ
ンデックス情報３１７８は、トラフィック制御資源部分組Ｎ　３１７４と関連づけられる
。
【０２００】
　トラフィック制御資源部分決定モジュール３１２４は、モニタリングされるべきトラフ
ィック制御資源部分をアクティブ接続識別子及び／又は時間インデックス情報、例えばト
ラフィック間隔の時間インデックス、の関数として決定する。
【０２０１】
　トラフィック制御資源をモニタリングすることは、トラフィック制御資源における予め
決められた波形の存在を検出するためにモニタリングすることを含む。様々な実施形態に
おいては、予め決められた波形は、接続識別子のアクティブリスト内の少なくとも１つの
接続識別子の関数である。波形検出モジュール３１２６は、モニタリングされているトラ
フィック制御資源において対象となる予め決められた波形の有無を検出する。幾つかの実
施形態においては、予め決められた波形は、Ｐ系列波形である。幾つかの実施形態におい
ては、予め決められた波形は、ＯＦＤＭ波形である。
【０２０２】
　トラフィックデータシグナリングモジュール３１３４動作は、受信されたトラフィック
要求信号に対応するアクティブ接続識別子を有する通信デバイスからトラフィックデータ
資源において通信されたデータ、例えばユーザーデータ、を受信することを含む。トラフ
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ィックデータシグナリングモジュール３１３４動作は、トラフィックデータ要求を通信す
るために用いられているトラフィック制御資源と関連づけられたトラフィックデータ資源
を用いてトラフィックデータ信号を生成することと、トラフィックデータ信号の送信を制
御すること、とを含む。
【０２０３】
　ページ生成モジュール３１２８は、ピアノード、例えば発見されたピアのリスト３１４
７からのピアノード、へのページを生成する。ページ送信制御モジュール３１３０は、生
成されたページをページング間隔中に送信するように無線送信機モジュール３１０４を制
御する。ページング中のデバイス及び通信デバイス３１００に対応する接続識別子が生成
されたページと関連づけられる。発信ページに基づく更新モジュール３１４４は、接続識
別子を含めるためにアクティブ接続のリスト３１４８を更新する。
【０２０４】
　トラフィック要求モジュール３１３２は、ページの送信に引き続いて以前にページング
されたピアノードへのトラフィック要求の生成及び送信を制御する。接続無効性決定モジ
ュール３１３６は、アクティブ接続識別子がもはや有効でないと決定する。削除モジュー
ル３１４６は、接続がもはや有効でないことを示すモジュール３１３６の決定を用いて接
続識別子のアクティブリスト３１４８から接続識別子を削除する。
【０２０５】
　接続終了シグナリングモジュール３１３８は、接続がもはや有効でないとみなすべきで
あることを識別するためにアクティブ接続が対応する通信デバイスに対応する接続終了信
号を処理する。
【０２０６】
　時間切れモジュール３１４０は、時間切れトリガーの時間切れに起因して接続がもはや
有効でないかどうかを決定し、時間切れトリガーは、アクティブ接続識別子に対応するピ
ア通信デバイスに送信された又はアクティブ接続識別子に対応するピア通信デバイスから
受信された信号の関数である。
【０２０７】
　ピア・ツー・ピアタイミング構造情報３１５２は、繰り返しピア・ツー・ピアタイミン
グ構造に含まれる様々な間隔を識別する情報と、異なる間隔の特徴を識別する情報と、異
なる間隔のパターンを識別する情報と、様々な間隔間の関係を識別する情報と、を含む。
ピア・ツー・ピアタイミング構造情報は、トラフィック間隔情報３１８０と、ページング
間隔情報３１８２と、を含む。幾つかの実施形態においては、異なる資源間において予め
決められたマッピング関係が存在する。例えば、特定のページングスロットを特定のトラ
フィック制御資源と関連づけることができ、及び時々関連づけられ、及び／又は特定のト
ラフィック制御資源が特定のトラフィックセグメントと関連づけられる。該予め決められ
た関係及び／又はマッピングは、有利なことにオーバーヘッドシグナリングを低減させ及
び／又は特定の通信デバイスがモニタリングする必要がある資源量を限定する。
【０２０８】
　受信されたユーザーデータ３１５４は、トラフィックデータ資源内のピア通信デバイス
から受信されたユーザーデータ、例えば音声データ、画像データ、テキストデータ、及び
／又はファイルデータ、を含む。受信されたページングメッセージ３１５６は、ページモ
ニタリングモジュール３１２０によって検出されたページングメッセージである。ページ
のソースは、リスト３１４８に関するアクティブ接続識別子を生成するために用いられる
。生成されたページメッセージ３１６４は、ページ生成モジュール３１２８によって生成
されるピア向けのページメッセージであり、ページの目標は、リスト３１４８に関するア
クティブ接続識別子を生成するために用いられる。受信されたトラフィック要求信号３１
６７は、トラフィック資源要求モニタリングモジュール３１２２によって検出された信号
であり、生成されたトラフィック要求３１６６は、トラフィック要求モジュール３１３２
によって生成された信号である。モニタリングすべき決定された部分組のトラフィック制
御資源３１５８は、トラフィック制御資源部分決定モジュール３１２４の出力であり、い
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ずれの部分組のトラフィック制御資源情報３１５０を現在モニタリングすべきかを決定す
る際に資源要求モニタリングモジュール３１２２によって用いられる。受信された接続終
了信号３１６０は、通信デバイス３１００がアクティブ接続を有しているピアから受信さ
れた信号であり、終了信号は、ピアがアクティブ接続を終了中であることを示す。受信さ
れた接続終了信号３１６０は、接続終了シグナリングモジュール３１３８によって復元さ
れる。生成された接続終了信号３１６２は、接続終了シグナリングモジュール３１３８に
よって生成され、通信デバイス３１００がアクティブ接続を維持するために停止中である
ことをピアに示すためにそのピアに送信される信号である。
【０２０９】
　図３２は、様々な実施形態によるピア・ツー・ピア通信をサポートする典型的通信デバ
イス３２００、例えばモバイルノード、の図である。典型的無線通信デバイス３２００は
、異なるピアノードに対応する複数の異なる受信シンボルタイミング調整設定の格納及び
維持をサポートする。典型的通信デバイス３２００は、様々な要素がデータ及び情報を交
換するためのバス３２１２を介してまとめて結合された無線受信機モジュール３２０２と
、無線送信機モジュール３２０４と、プロセッサ３２０６と、ユーザーＩ／Ｏデバイス３
２０８と、クロックモジュール３２０９と、メモリ３２１０と、を含む。メモリ３２１０
は、ルーチン３２１４と、データ／情報３２１６と、を含む。プロセッサ３２０６、例え
ばＣＰＵ、は、通信デバイス３２００の動作を制御し及び方法、例えば図２５のフローチ
ャート２５００の方法、を実装するためにメモリ３２１０内のルーチン３２１４を実行し
及びデータ／情報３２１６を用いる。
【０２１０】
　無線受信機モジュール３２０２、例えば、ＯＦＤＭ受信機、は、受信アンテナ３２０３
に結合され、通信デバイス３２００は、受信アンテナ３２０３を介して信号を受信する。
受信された信号は、例えば、タイミング基準点を決定するために用いられるブロードキャ
スト信号、ピアの存在を識別する信号、第１のピアに関する受信タイミング同期化動作を
行うために用いられる該第１のピアからの信号、第２のピアに関する受信タイミング同期
化動作を行うために用いられる該第２のピアからの信号、ピアからのトラフィック信号、
及び／又はピアからのページング信号を含む。
【０２１１】
　無線送信機モジュール３２０４、例えばＯＦＤＭ送信機、は、送信アンテナ３２０５に
結合され、通信デバイス３２００は、送信アンテナ３２０５を介して信号を送信する。幾
つかの実施形態においては、送信機及び受信機に関して同じアンテナが用いられる。送信
された信号は、例えば通信デバイス３２００の存在を知らせる信号と、ピアとのタイミン
グ同期化のために用いられる信号と、ピアをページングするために用いられる信号と、及
び／又はピアに向けられたトラフィック信号と、を含む。
【０２１２】
　ユーザーＩ／Ｏデバイス３２０８は、例えば、マイク、キーボード、キーパッド、スイ
ッチ、カメラ、スピーカー、ディスプレイ、等を含む。ユーザーＩ／Ｏデバイス３２０８
は、ユーザーがデータ／情報を入力すること、出力データ／情報にアクセスすること、及
び通信デバイスの少なくとも一部の機能、例えば、特定のピアノードへのページ送信の開
始、ピアノードとの通信セッションの開始、ピアノードとの通信セッションの終了、等、
を制御することを可能にする。
【０２１３】
　例えば通信デバイス３２００は繰り返しタイミング構造を通じて動作されるため、クロ
ックモジュール３２０９、例えば発振器チップを含むモジュール、が、通信デバイス３２
００の現在の内部タイミングを維持する際に用いられる。
【０２１４】
　ルーチン３２１４は、送信タイミング同期化モジュール３２１８と、受信タイミング調
整情報生成モジュール３２２０と、受信タイミング調整情報格納モジュール３２２２と、
受信タイミング調整モジュール３２２４と、受信機制御モジュール３２２６と、送信機制
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御モジュール３２２８と、を含む。
【０２１５】
　データ／情報３２１６は、格納されたピア・ツー・ピアタイミング構造情報３２３０と
、受信された基準信号情報３２３４と、決定された送信シンボルタイミング情報３２３６
と、受信タイミング調整を決定するために用いられる複数の受信信号情報（受信タイミン
グ調整決定３２２８のために用いられるピアデバイス１からの受信された信号、．．．、
受信タイミング調整情報決定３２４０のために用いられるピアデバイスｎからの受信され
た信号）と、受信タイミング調整情報３２４２（デバイ１受信タイミング調整情報３２４
４、．．．、デバイスｎ受信タイミング調整情報３２４６）と、を含む。
【０２１６】
　送信タイミング同期化モジュール３２１８は、送信シンボルタイミングを決定するため
に、通信デバイスから受信された基準信号、例えば衛星、基地局、及びユーザーデータを
送信しないビーコン信号送信機のうちの１つから受信されたブロードキャスト基準信号、
に基づいて送信タイミング同期化動作を行う。決定された送信シンボルタイミング情報３
２３６は、無線送信機３２０４の動作を制御するために無線送信機制御モジュール３２２
８によって用いられる。受信された基準信号情報３２３４は、衛星、基地局又はビーコン
信号送信機から受信されて繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造に関する無線端末送
信機モジュールの送信シンボルタイミングをロックするために利用される信号を表す。例
えば、無線通信デバイス３２００は、ランダムな時点でパワーアップし、そのクロックモ
ジュールが時間のインデキシングを開始するが、この時点での時間インデキシングは、い
ずれの外部の基準とも調整されない。受信された基準信号情報３２３４の検出及び使用は
、外部基準点に合わせた調整を可能にし、それにより付近の多数のピアが同じ基準でロッ
クアップすること及び同じ繰り返しピア・ツー・ピアタイミング構造を用いることを可能
にする。
【０２１７】
　受信タイミング調整情報生成モジュール３２２０は、ピア通信デバイスからの受信され
た信号を処理し、受信された信号を用いてそのピアデバイスに対応する特定の受信タイミ
ング調整を決定する。幾つかの実施形態においては、タイミング調整決定のために用いら
れる受信された信号は、ピア通信デバイスからブロードキャストされた広帯域同期化信号
である。幾つかの実施形態においては、タイミング調整のために用いられる受信された信
号は、ピア無線通信デバイスによって送信されて無線通信デバイス３２００又は他の無線
通信デバイスのうちの１つに送られたトラフィックチャネル信号である。
【０２１８】
　受信タイミング調整格納モジュール３２２２は、ピアデバイスに対応する決定された受
信タイミング調整情報を格納する。
【０２１９】
　ピアデバイス１　３２３８からの受信された信号は、デバイス１受信タイミング調整情
報３２４４を決定及び生成するためにモジュール３２２０によって用いられ、モジュール
３２２２は、情報３２４４をメモリ３２１０に格納する。ピアデバイスｎ　３２４０から
の受信された信号は、デバイスｎ受信タイミング調整情報３２４６を決定及び生成するた
めにモジュール３２２０によって用いられ、モジュール３２２２は、情報３２４６をメモ
リ３２１０に格納する。この格納された受信シンボルタイミング調整情報（３２４４、．
．．、３２４６）は、異なるピアノードからの信号、例えばトラフィック信号、をのちに
処理時に利用可能である。
【０２２０】
　受信タイミング調整モジュール３２２４は、適切な受信タイミング調整情報、例えば情
報（３２４４、．．．、３２４６）のうちの１つ、を取り出して受信信号に適用し、その
信号を送信した特定のデバイスをマッチングさせる。幾つかの実施形態においては、受信
タイミング調整モジュール３２２４は、調整を行う無線受信機モジュール３２０２内に値
をローディングする。幾つかの実施形態においては、調整は、受信機の時間同期化制御を
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含み、これは、受信機制御モジュール３２２６の動作を通じて容易にされる。幾つかの実
施形態においては、調整は、受信された信号の数学的処理調整を含む。
【０２２１】
　様々な実施形態においては、送信タイミングは、ピア通信デバイスから受信された信号
に基づいて調整されない。従って、ピア・ツー・ピア無線通信デバイスは、送信先である
ピアノードにかかわらず同じ送信タイミングを使用し、受信中の信号を送信したピアノー
ドの関数としてその受信タイミングを調整する。
【０２２２】
　複数の組の受信シンボルタイミング調整情報の生成及び維持は、複数のピア間での素早
い切り替え、複数のピアとの同時並行したピア・ツー・ピアセッション、及び／又は単一
の共通する受信シンボルタイミング調整実装が用いられた場合に必要になるよりも小さい
サイクリックプリフィックスを容易にする。
【０２２３】
　様々な実施形態においては、受信シンボルタイミング調整情報は、無線通信デバイス３
２００と現在のアクティブな接続を有さない少なくとも幾つかのピアノードに関する少な
くとも幾つかの時間間隔中に生成及び維持される。従って、調整情報は、アクティブな接
続が開始されたときに直ちに利用可能である。
【０２２４】
　図３３は、様々な実施形態による典型的ピア・ツー・ピア通信ネットワーク３３００の
図である。典型的通信ネットワーク３３００は、ピア・ツー・ピア通信をサポートする複
数の無線通信デバイス（例えば、ＷＴ１　３３０６、ＷＴ２　３３０８、ＷＴ３　３３１
０、．．．、ＷＴＮ　３３１２）を含む。幾つかの実施形態においては、ネットワークは
、基準信号ソースノード３３０２、例えば衛星、基地局、ユーザーデータを送信しないビ
ーコン信号送信機、を含み、基準信号ソースノードは、ピア・ツー・ピアタイミング構造
に関して同期化するためにピア・ツー・ピア通信をサポートする無線通信デバイスによっ
て利用することができる基準ブロードキャスト信号３３０４を送信する。
【０２２５】
　Ｗ１　３３０６とＷＴ３　３３１０との間における典型的ピア・ツー・ピア接続通信信
号３３１４が示される。ピア・ツー・ピア通信をサポートする無線通信デバイスのうちの
少なくとも一部は、モバイルノードである。典型的ピア・ツー・ピア通信デバイスは、例
えば、図２７の典型的通信デバイス２７００、図２８の２８００、図２９の２９００、図
３０の３０００、図３１の３１００又は図３２の３２００のうちのいずれかである。典型
的ピア・ツー・ピア通信デバイスは、方法、例えば、図２のフローチャート２００、図３
のフローチャート３００、図４のフローチャート４００、図５のフローチャート５００、
図１５のフローチャート１５００、図１８のフローチャート１８００、図１９のフローチ
ャート１９００、図２４のフローチャート２４００又は図２５のフローチャート２５００
のうちの１つ以上、を実装する。典型的ピア・ツー・ピア通信デバイスは、ピア・ツー・
ピアタイミング構造、例えば、図１、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１２
、図１３、図１４、図１６、図１７、図２０、図２１、図２２、又は図２３に関して説明
されるタイミング構造のうちの１つ以上、又はここにおいて説明される特徴又は特徴（複
数）を用いたピア・ツー・ピアタイミング構造を実装する。
【０２２６】
　様々な実施形態の方法及び装置は、ＯＦＤＭシステムに関して説明される一方で、数多
くのＯＦＤＭ以外の及び／又は非セルラー方式のシステムを含む広範な通信に対して適用
可能である。幾つかの典型的システムは、ピア・ツー・ピアシグナリングにおいて利用さ
れる技術の組み合わせ、例えば幾つかのＯＦＤＭ型信号及び幾つかのＣＤＭＡ型信号、を
含む。
【０２２７】
　様々な実施形態において、ここにおいて説明されるノードは、１つ以上の方法、例えば
、タイミング基準点を決定すること、格納されたピア・ツー・ピアタイミング構造情報に
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と、ピア発見を行うこと、ピア・ツー・ピアタイミング同期化を行うこと、ピア・ツー・
ピアページング動作を行うこと、トラフィック制御資源を識別すること、識別されたトラ
フィック制御資源をモニタリングすること、ピア・ツー・ピアアクティブ接続リストを維
持すること、ピア・ツー・ピアトラフィック動作を行うこと、等、に対応するステップを
実行するために１つ以上のモジュールを用いて実装される。幾つかの実施形態においては
、様々な特徴は、モジュールを用いて実装される。該モジュールは、ソフトウェア、ハー
ドウェア又はソフトウェアとハードウェアの組み合わせを用いて実装することができる。
上述される方法又は方法ステップの多くは、上述される方法の全部又は一部を例えば１つ
以上のノード内に実装するために、機械、例えば追加のハードウェアを有する又は有さな
い汎用コンピュータ、を制御するための、メモリデバイス、例えばＲＡＭ、フロッピー（
登録商標）ディスク等の機械によって読み取り可能な媒体、に含まれている機械によって
実行可能な命令、例えばソフトウェア、を用いて実装することができる。従って、とりわ
け、様々な実施形態は、機械、例えばプロセッサ及び関連するハードウェア、に上述され
る方法のステップのうちの１つ以上を実行させるための機械によって実行可能な命令を含
む機械によって読み取り可能な媒体を対象とする。
【０２２８】
　上記の説明に鑑みて、上述される方法及び装置に関する数多くの追加の変形が当業者に
とって明確になるであろう。該変形は、適用範囲内にあるとみなされるべきである。様々
な実施形態の方法及び装置は、ＣＤＭＡ、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、及び／又
はアクセスノードとモバイルノードとの間において無線通信リンクを提供するために用い
ることができる様々なその他の種類の通信技術とともに用いることができ、様々な実施形
態において用いられる。幾つかの実施形態においては、アクセスノードは、ＯＦＤＭ及び
／又はＣＤＭＡを用いてモバイルノードとの通信リンクを構築する基地局として実装され
る。様々な実施形態においては、モバイルノードは、様々な実施形態の方法を実装するた
めの受信機／送信機回路及び論理及び／又はルーチンを含むノート型コンピュータ、パー
ソナルデータアシスタント（ＰＤＡ）、又はその他のポータブルデバイスとして実装され
る。
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